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①
【
地
方
交
付
税
】

　

国
税
の
う
ち
所
得
税
・
法
人
税
・
酒

税
・
消
費
税
及
び
た
ば
こ
税
の
そ
れ
ぞ

れ
一
定
割
合
の
額
で
、
地
方
自
治
体
が

等
し
く
そ
の
行
う
べ
き
事
務
を
遂
行
で

き
る
よ
う
、
国
が
交
付
す
る
税
で
す
。

た
だ
し
、
地
方
交
付
税
の
う
ち
94
％
の

普
通
交
付
税
は
、
地
方
税
や
譲
与
税
な

ど
の
歳
入
が
事
務
の
遂
行
経
費
を
上
回

る
団
体
に
は
交
付
さ
れ
ま
せ
ん
（
残
り

の
６
％
は
特
別
交
付
税
と
し
て
交
付
）。

②
【
地
域
振
興
基
金
】

　

合
併
し
た
市
町
村
の
市
民
の
連
帯
強

化
や
地
域
振
興
を
図
る
た
め
、
市
町
村

の
規
模
に
応
じ
て
合
併
特
例
事
業
債
を

財
源
に
し
て
積
み
立
て
る
基
金
で
す
。

当
市
は
30
億
円
（
合
併
特
例
事
業
債
の

活
用
は
28
億
５
、
０
０
０
万
円
）
ま
で

積
み
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
【
扶
助
費
】

　

生
活
保
護
法
や
児
童
福
祉
法
・
老
人

福
祉
法
な
ど
に
基
づ
き
、
当
該
法
律
で

定
め
た
一
定
の
基
準
に
該
当
す
る
市
民

な
ど
に
対
し
て
、
生
活
維
持
な
ど
に
必

要
な
お
金
を
支
出
す
る
経
費
で
す
。

④
【
維
持
補
修
費
】

　

市
町
村
な
ど
が
管
理
す
る
公
共
用
の

施
設
な
ど
の
効
用
を
保
全
す
る
た
め
に

支
出
す
る
経
費
で
す
。
十
日
町
市
の
場

合
は
、主
に
冬
季
の
除
排
雪
経
費
で
す
。

用
語
の
解
説

平
成
24
年
度
予
算
と
主
な
事
業

〜
未
来
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
芽
〜

　
平
成
24
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
�
市
の
す
べ
て
の
事
業
の

基
に
な
る
予
算
は
総
額
で
、
５
１
１
億
９
、
０
７
０
万
円
�
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
に
掲
げ
た
「
人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」、

「
活
気
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
」、「
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
」

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
「
大
胆

な
市
役
所
改
革
・
行
財
政
改
革
」
の
4
つ
の
「
ま
ち
づ
く
り
の
重

点
方
針
」
に
沿
っ
て
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
�
そ
の
財
源
や
使

い
道
な
ど
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
�

平成24年度予算
総額511億9,070万円
　　　　　（前年度対比２億6,579万円、0.5％の増）

一般会計 334億5,800万円

　　（前年度対比１億1,600万円、0.3％の増）

特別会計 177億3,270万円

　　（前年度対比１億4,979万円、0.9％の増）

主な増減とその理由

◆公債費：0.5％ ➡

　　平成23年度の災害復旧債などに係る利子償還金の

増加

◆人件費：1.7％

➡

　　職員数の削減など

◆扶助費（用語の解説③）：1.2％

➡

　　子ども手当の制度改正による影響などを反映

◆普通建設事業費：0.4％

➡

　　し尿前処理施設整備事業・中里体育館建設事業など

の増額、小学校施設整備事業などの減額

◆維持補修費（用語の解説④）：0.1％

➡

　　除排雪経費を過去10年間の平均などに基づく減額

◆積立金：14.4％

➡

　　環境共生基金運用利子積立金の増額、合併特例事業

債を活用した地域振興基金の減額

主な増減とその理由

◆地方交付税（用語の解説①）：3.0％ ➡

　　国の地方財政計画などに基づく増額

◆市債：7.1％

➡

　　過疎対策事業債のソフト事業充当、合

併特例事業債の地域振興基金（用語の解

説②）積立、臨時財政対策債の減額

◆国庫支出金：1.9％

➡

　　子ども手当国庫負担金減額やインフラ

整備への社会資本整備総合交付金の増額

◆県支出金：2.3％

➡

　　新潟県緊急雇用創出事業臨時特例基金

補助金などの減額

◆分担金及び負担金：11.9％

➡

　　保育料の減額など

◆市民税個人分：5.5％ ➡

　　年少扶養控除の廃止の影響

◆市民税法人分：4.9％ ➡

◆固定資産税：6.1％

➡

　　評価替の減額影響の見込み

〈　〉：構成比率　

固定資産税
30.4億円
〈51.3%〉

市民税
19.8億円
〈33.4%〉

軽自動車税
1.5億円〈2.5%〉

市たばこ税
5.8億円〈9.8%〉

都市計画税 1.2億円〈2.1%〉

入湯税 0.5億円
〈0.9%〉

市税

﹇
市
税
の
内
訳
﹈

※市民１人当たりでは、約10万円です

市税総額　59億2,550万円

地方交付税 
124.3億円 
〈37.2%〉

市　債
52.4億円〈15.7%〉

地方消費税交付金
5.5億円〈1.6%〉

国庫支出金
26.7億円〈8.0%〉

市　税
59.3億円
〈17.7%〉

地方譲与税
3.8億円〈1.1%〉

諸収入
21.3億円〈6.4%〉

使用料その他
11.4億円〈3.4%〉

　依

存

財
源

　
自

主

財

源

　

　

30.0
％

70.0％

歳入

繰入金
8.4億円〈2.5%〉

その他
1.6億円〈0.5%〉

※市民１人当たりでは、約57万円です

総額　334億5,800万円

県支出金
19.8億円〈5.9%〉

歳 入

民生費
77.4億円〈23.2%〉

土木費
49.6億円
〈14.8%〉

公債費
48.1億円
〈14.4%〉

教育費
34.1億円
〈10.2%〉

総務費
37.8億円
〈11.3%〉

商工費
32.9億円
〈9.9%〉

消防費
11.7億円〈3.5%〉

農林水産業費
15.5億円〈4.6%〉

衛生費
23.4億円〈7.0%〉

議会費その他
4.0億円〈1.1%〉

歳出
（目的別）

災害復旧事業費 0.4億円〈0.1%〉

維持補修費 11.8億円
〈3.6%〉

積立金その他 8.1億円〈2.4%〉

人件費
43.3億円
〈12.9%〉

公債費
48.6億円
〈14.5%〉

扶助費
38.2億円
〈11.4%〉

普通建設事業費
49.3億円
〈14.8%〉

物件費
47.5億円
〈14.2%〉

補助費等
38.3億円
〈11.5%〉

繰出金
30.5億円
〈9.1%〉

貸付金 18.5億円
〈5.5%〉

義

務
的
経
費

そ
の

他
経

費

46.2
％

38.9
％

歳出
（性質別）

投資的経費
14.9％

※市民１人当たりでは、約57万円です

総額　334億5,800万円

歳 出

一
般
会
計
の
概
要

区　　分 平成24年度予算額 前年度対比

国 民 健 康 保 険 62億6,500万円 0.7％

国 保 診 療 所 3億1,480万円 	△0.6％

後期高齢者医療 5億3,350万円 1.2％

介 護 保 険 62億0,500万円 7.8％

簡 易 水 道 事 業 11億9,800万円 3.7％

下 水 道 事 業 32億0,500万円 	△10.9％

松之山温泉配湯事業 1,140万円 	△1.9％

■問合せ
　財政課財政係
　☎757-3114



●障がい者介護給付事業：５億1,629万円

　18歳未満の人を対象とする児童福祉施設に入所している18歳以

上の障がい者に対する給付の実施主体が、新たに県から市へ変更

となりました。

【教育環境の整備】――――――――――――――――――――――――――

●教育環境の整備学力向上対策事業：325万円

　学力向上対策委員会の活動や寺子屋塾実施で学力向上を図ります。

【怒涛の人の流れの創出】―――――――――――――――――――――――

●第５回大地の芸術祭

　・大地の芸術祭運営事業：２億600万円

　・オーストラリアハウス整備事業：3,500万円

　・越後妻有交流館キナーレアート作品設置事業：6,950万円

　・飯山線アートプロジェクト事業：3,000万円

●飯山線ＳＬ運行事業：220万円

　ＪＲ十日町駅から長岡駅間のＳＬ運行に合わせて、イベントを

実施します。

●宮中ダム周辺整備事業：1,454万円

　ＪＲ東日本が実施する公園整備などに合わせて、小原公園を整

備します。

【地域に活力を生む経済政策の強化】――――――――――――――――――

●ものづくり企業ネットワーク支援事業：370万円

　企業間ネットワークを構築し、地元事業所の受注獲得を支援します。

●十日町シティプロモーション事業：524万円

　地域ブランドの確立などを進めながら、主に首都圏を中心とし

た交流都市へ地元産品販売、観光誘客の促進を図ります。

●中心市街地にぎわい力アップ事業：900万円

　　やる気のある若手経営者のグループ育成などを図ります。

【子育て世代への支援】――――――――――――――――――――――

●放課後児童クラブの整備：1,764万円

　　松代小と下条小に施設を整備します。

●結婚促進事業：457万円

　独身男女の出会いの場を提供するイベントを実施するとと

もに、イベント情報を得やすい仕組みを構築します。

●発達支援センター・放課後児童クラブ建設：6,666万円

　　平成23年度に引き続き施設を整備し、開設の準備をします。

【高齢者への支援】――――――――――――――――――――――――

●救急あんしんカード配布事業：80万円

　ひとり暮らし高齢者などの救急対応として親族連絡先など

を記入するマグネットカードを作成し、配布します。

●要援護世帯除排雪援助事業：3,864万円

　　雪処理券について対象要件を緩和し配布します。

【障がいのある人への支援】――――――――――――――――――――

●障がい者相談支援給付事業：697万円

　障がい者の自立した生活を支え、課題解決や適切なサービ

ス利用に向けてケアマネジメントを実施し、サービス等利用

計画の作成やモニタリングの支援をします。

●障がい児通所支援事業：714万円

　指定を受けた障がい児相談支援事業所がサービス計画や一

定期間経過後のモニタリングを行い、児童発達支援・放課後

等児童サービスを支援します。
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①人にやさしいまちづくり

財
政
係
で
は
10
月
初
旬
か
ら
、

翌
年
度
の
市
税
や
地
方
交
付
税
な

ど
自
由
に
使
え
る
歳
入
（
一
般
財

源
）
の
額
を
見
積
も
り
、
各
課
に

財
源
を
配
分
し
ま
す
。各
課
で
は
、

一
般
財
源
と
国
県
補
助
金
や
地
方

債
な
ど
の
財
源
（
特
定
財
源
）
を

見
積
も
っ
て
11
月
中
旬
ま
で
に
要

求
予
算
を
編
成
し
ま
す
。
各
課
で

編
成
さ
れ
た
予
算
は
一
般
財
源
を

超
過
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
財

政
課
長
が
一
般
財
源
内
に
収
ま
る

よ
う
12
月
末
ま
で
に
査
定
を
行
い

ま
す
。
翌
年
１
月
に
は
総
務
部
長

査
定
と
市
長
査
定
を
行
い
、
２
月

初
旬
に
予
算
（
案
）
が
決
定
し
ま

す
。
そ
の
後
、
３
月
に
開
催
さ
れ

る
議
会
の
審
議
を
受
け
る
の
で
、

予
算
が
で
き
あ
が
る
ま
で
に
約
６

か
月
か
か
り
ま
す
。

24
年
度
の
一
般
会
計
の
予
算
規

Ｑ
１
　
当
初
予
算
が
で
き
あ
が
る

　
ま
で
ど
の
く
ら
い
か
か
る
の
？

Ｑ
２
　
予
算
の
規
模
は
県
内
で
何

　
番
目
く
ら
い
？

模
は
、
３
３
４
億
５
、
８
０
０
万

円
で
、
県
内
20
市
中
で
９
番
目
に

多
い
予
算
で
す
。

市
で
調
達
で
き
る
お
金
を
「
自

主
財
源
」
と
い
い
、
24
年
度
当
初

予
算
で
は
約
１
０
０
億
円
で
、
全

体
の
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
、
市
税
や
負
担
金

な
ど
の
ほ
か
、
貯
金
（
基
金
）
か

ら
の
繰
入
金
や
前
年
度
か
ら
の
繰

越
金
な
ど
で
す
。
企
業
誘
致
を
す

る
と
市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど

が
多
く
見
込
め
ま
す
が
、
現
在
の

景
気
状
況
で
は
な
か
な
か
思
う
よ

う
に
企
業
誘
致
が
進
ま
な
い
現
状

で
す
。
ま
た
、
自
由
に
使
え
る
貯

金
（
財
政
調
整
基
金
）
を
増
や
す

こ
と
が
安
定
的
な
財
政
運
営
に
と

っ
て
大
切
で
す
が
、
誰
も
が
予
期

で
き
な
か
っ
た
地
震
災
害
、豪
雨
・

豪
雪
災
害
な
ど
に
貯
金
の
一
部
を

取
り
崩
し
て
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
今
後

も
人
件
費
の
削
減
な
ど
の
行
財
政

改
革
を
進
め
、
適
正
な
規
模
の
貯

金
を
確
保
し
、
安
定
し
た
財
政
運

営
が
行
え
る
よ
う
心
が
け
て
い
き

ま
す
。

Ｑ
３
　
市
で
調
達
で
き
る
お
金
は

　
今
後
ど
う
な
る
の
？

ど
う
な
っ
て
る
の
？

　と
お
か
ま
ち
の
財
政

の
素
朴
な
疑
問

10

平
成
24
年
度
主
な
事
業

新 規

新 規

新 規

新 規

新 規

新 規

継 続

拡 大

…新規
新 規

…変更
変 更

…継続
継 続

…拡大・拡充
拡大・拡充

②活力ある元気なまちづくり
昨年度行われた寺子屋の様子

松之山地域中立山集落に再建され
るオーストラリアハウスのイメー
ジ図

引き続き中心市街地の活性化に取
り組みます

　
相
次
ぐ
自
然
災
害
の
被
害
か
ら
の
復
旧
に
全
力
を
注
ぎ
な
が
ら
も
、

私
た
ち
市
民
の
よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
実
現
、
活
力
あ
る
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
ま
す
�
一
方
で
、
市
民
自

ら
の
地
域
の
課
題
解
決
や
、
行
政
や
市
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
役
割
の

ル
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
む
な
ど
、市
民
と
行
政
が
手
を
携
え
な
が
ら
、

未
来
に
向
け
た
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
芽
を
育
て
ま
す
�

十日町雪まつりキャラクター
“ネージュ”

変 更



【地域中核病院の早期改築の推進】――――――――――――――――――

●新潟県地域医療推進機構への出えん金：200万円

【生活関連道路など公共施設の整備】―――――――――――――――――

●道路新設改良事業：８億4,785万円

●消雪パイプ・流雪溝整備：2億6,284万円

●市営住宅建設事業（四日町、中里、災害復興）：４億2,818万円

●十日町駅西土地区画整理事業：1,075万円（平成24年度完了予定）

●西本町土地区画整理事業：5,983万円（平成26年度完了予定）

【中山間地集落の維持対策の強化】――――――――――――――――――

●移住促進基盤整備事業：172万円 

　　移住希望者が必要とする情報発信の一元化と情報収集を図ります。

●高齢化集落支援事業：6,800万円

　地域おこし協力隊を配置し、地域力の維持強化や地域振興を

支援します。

●交通空白地解消事業：1,438万円　

　これまでの５地区のほか、新たに２地区（八箇・仙田）で予

約型（デマンド）乗合バスを運行し、計７つの空白地を解消し

ます。

【低炭素・循環型社会形成の推進】――――――――――――――――――

●住宅用太陽熱利用システム設置補助 ：140万円

　　太陽熱を利用した給湯システム設置を助成します。

●学校給食施設改修事業：1,210万円

　　中央給食センターにバイオ式生ごみ処理機を導入します。

●中心商店街空き店舗活用促進事業：155万円

　　店舗改修費及び賃借料に対して助成します。

●移動販売宅配モデル支援事業：80万円

　　移動販売などに使う車両の購入を支援します。

●商業関係団体助成事業： 6,264万円

　　市内商業団体などの活動を支援し、商業振興を推進します。

【活力ある農林業の支援】――――――――――――――――――――――

●新規就農総合支援：500万円

　青年の就農意欲を喚起し、就農直後の所得補償を目的に給付

金を支給します。

●冬期アグリビジネスチャレンジ事業：110万円

　　農畜産物を素材とした冬期間のビジネスチャレンジを支援します。

●災害復旧支援事業：2,632万円

　　豪雨災害による農業用水の仮取水施設維持整備費を助成します。

●複合営農促進事業：1,345万円

　認定農業者などへ園芸作物導入による複合管理を推進します。

【スポーツ・文化芸術活動の支援】――――――――――――――――――

●中里体育館建設事業： ７億1,900万円

　　平成24年度から25年度にかけ、体育館を建設します。

●博物館リニューアル事業：1,200万円

　　博物館の展示替えの実施計画を行います。

●国宝出土地・笹山遺跡の学術調査（発掘）事業：2,180万円

　　「火焔型土器の謎を解く」をテーマに、学術調査を実施します。

●火焔の都整備事業：2,500万円

　　笹山遺跡を中心とした公園や施設を整備します。

③安全・安心なまちづくり
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23
年
度
の
退
職
者
42
人
に
対
し

て
新
採
用
を
９
人
に
抑
え
た
ほ

か
、
特
別
職
は
５
〜
10
％
、
一
般

職
員
は
３
％
の
給
料
を
３
年
間
削

減
す
る
な
ど
、
23
年
度
予
算
と
比

べ
て
７
、
６
１
０
万
円
、
１
・
７

％
の
削
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

予
算
を
編
成
す
る
と
き
は
、
総

合
計
画
や
長
期
財
政
計
画
な
ど
を

指
針
に
し
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中

で
必
要
と
す
る
ま
ち
づ
く
り
や
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
向
け
た
予
算
を
確

保
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
道
整

備
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
は
必
要

な
事
業
費
を
確
保
す
る
と
と
も

に
、
市
債
の
繰
り
上
げ
償
還
に
よ

り
残
高
の
抑
制
を
図
り
、
人
件

費
を
は
じ
め
と
し
た
経
常
的
な
経

費
も
抑
え
て
い
く
財
政
運
営
を
行

う
計
画
で
す
。
24
年
度
予
算
も
ほ

ぼ
計
画
ど
お
り
に
編
成
で
き
て
い

ま
す
の
で
、
今
後
も
こ
れ
ら
の
計

画
に
従
っ
て
編
成
す
る
こ
と
に
よ

り
、
予
算
を
組
め
な
く
な
る
こ
と

は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

23
年
度
末
の
借
金
残
高
は
、
全

会
計
で
７
５
５
億
２
、
２
７
３
万

円
の
見
込
み
で
す
。
24
年
３
月
末

推
計
の
人
口
５
８
、
８
５
６
人
で

割
る
と
、
１
人
当
た
り
約
１
２
８

万
円
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
市

の
借
金
返
済
に
は
国
が
支
援
し
て

く
れ
る
お
金
を
中
心
に
借
り
て
い

ま
す
の
で
、
こ
の
借
金
の
６
〜
７

割
が
普
通
交
付
税
と
し
て
国
か
ら

補
て
ん
さ
れ
ま
す
。

23
年
度
末
の
貯
金
（
基
金
）
は
、

全
会
計
で
98
億
６
、
４
４
３
万
円

の
見
込
み
で
す
。
24
年
３
月
末
推

計
の
人
口
５
８
、
８
５
６
人
で
割

る
と
、
１
人
当
た
り
約
17
万
円
と

な
り
ま
す
。

年
度
途
中
の
緊
急
的
な
財
政
需

要
や
自
然
災
害
及
び
豪
雪
な
ど
に

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
市
税
や
地

方
交
付
税
な
ど
の
一
般
財
源
を
、

見
積
も
っ
た
額
よ
り
低
く
当
初
予

算
に
計
上
す
る
こ
と
で
、
決
定
額

と
の
差
額
を
補
正
予
算
の
財
源
に

回
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
足
り

な
い
場
合
は
、
普
通
預
金
の
よ
う

な
使
い
方
が
で
き
る
「
財
政
調
整

Ｑ
４
　
人
件
費
削
減
の
内
容
は
？

Ｑ
５
　
今
後
予
算
を
組
め
な
く
な

　
る
こ
と
は
な
い
の
？

Ｑ
６
　
市
民
１
人
当
た
り
の
借
金

　
は
ど
れ
く
ら
い
な
の
？

Ｑ
７
　
そ
れ
で
は
、
貯
金
は
ど
れ

　
く
ら
い
あ
る
の
？

Ｑ
８
　
補
正
予
算
を
何
回
も
組
む

　
け
ど
、
ど
こ
に
財
源
を
確
保
し

　
て
あ
る
の
？

新 規

新 規

拡 大

継 続

継 続

新 規

新 規

新 規

拡 大

青年の就農支援に取り組みます

中里地域の体育館は、平成25年度
秋の開館を目指して、着工します

十日町駅西の区画整理が本年度で
完了します

地域おこし協力隊は、地域に解け
込みながら、活動しています

新エネルギーの導入支援で、環境
にやさしいまちづくりを進めます

本年度も、市民が笹山遺跡にふれ
る機会をつくります



●し尿前処理施設整備事業：４億3,630万円

　下水処理センター敷地内にし尿受け入れ・前処理施設を建設

します。

●住宅用太陽光発電システム設置補助： 1,600万円

　　太陽光を利用した発電システム設置の補助を拡充します。

●バイオマス利活用推進事業：506万円 

　　ペレットストーブや生ごみ処理容器購入の補助などを拡充します。

【防災・救急体制の整備】――――――――――――――――――――――

●防災行政無線整備：350万円

　　移動系防災行政無線の実施設計を行います。

●防災・災害対策・応急措置事業：353万円

　　地域防災計画（原子力安全対策編）を策定します。

●原子力安全対策事業：352万円

　　放射性物資の撤去処分を実施します。

●十日町地域広域事務組合負担金：11億3,258万円

　消防本部庁舎整備、消防救急無線デジタル化、救助工作車更

新を実施します。

【大胆な市役所改革の実行】―――――――――――――――――――――

●情報館への指定管理者制度の導入：6,636万円

　　情報館を指定管理者制度により運営します。

●上下水道局の窓口受付業務等委託（簡水・下水・上水）：4,172万円

　　８月から上下水道局の窓口受付業務などを民間に委託します。

【行財政改革の更なる推進】―――――――――――――――――――――

●財政健全化の取り組み：△２億5,798万円

　　一般職員（全会計）の人件費を縮減します。					

【新しい公共空間の形成】――――――――――――――――――――――

●地域自治推進事業交付金：6,646万円

　市内13の地域自治組織へ、地域内の諸課題解決などに必要

な財源の一部を交付金として交付します。

●自治基本条例検討事業：370万円

　自治やまちづくりに関する考え方やルールを検討します。

④まちづくりの実現のために

国宝火焔型土器
マスコットキャラクター

“ほのおまる”
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基
金
」
と
い
う
基
金
を
取
り
崩
し

て
対
応
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

市
に
は
７
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
一
般
会
計

か
ら
各
特
別
会
計
に
繰
り
出
す
額

や
率
が
決
ま
っ
て
い
て
、
基
本
的

に
は
そ
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
繰
り

出
し
て
い
ま
す
。
24
年
度
予
算
で

の
一
般
会
計
か
ら
の
繰
り
出
し
額

は
、
す
べ
て
の
特
別
会
計
を
合
計

す
る
と
30
億
５
、２
１
１
万
円
で
、

一
般
会
計
歳
出
予
算
額
の
９
・
１

％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
常
に
皆
さ
ん
の
暮
ら

し
が
良
く
な
る
よ
う
に
、
福
祉
施

設
の
充
実
や
道
路
の
整
備
、
生
活

環
境
の
向
上
、
低
炭
素
・
循
環
型

社
会
形
成
の
推
進
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
鋭
意
努
力
を
し
、
予
算

付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
９　

特
別
会
計
っ
て
、
一
般
会

　

計
に
か
な
り
助
け
て
も
ら
っ
て

　

い
る
の
？

Ｑ
10　

私
た
ち
の
暮
ら
し
は
こ
れ

　

か
ら
良
く
な
る
の
？

国
民
健
康
保
険

予
算
規
模
は
、
62
億
６
、
５
０
０
万

円
で
、
前
年
度
対
比
で
は
４
、
５
９
０

万
円
、
0.
7
％
の
増
と
し
ま
し
た
。

保
険
給
付
費
は
減
額
と
な
り
ま
し
た

が
、
介
護
納
付
金
な
ど
の
増
額
に
よ
り

増
額
計
上
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
保
診
療
所

予
算
規
模
は
３
億
1
、
4
8
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
1
9
0
万
円
、

0.
6
％
の
減
と
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療

予
算
規
模
は
５
億
3
、
3
5
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
6
3
0
万
円
、

1.
2
％
の
増
と
し
ま
し
た
。

介
護
保
険

予
算
規
模
は
、62
億
5
0
0
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
４
億
4
、
8
0
0
万

円
、
7
.
8
％
の
増
と
し
ま
し
た
。
保

険
給
付
費
は
、
第
５
期
計
画
に
基
づ
き

簡
易
水
道
事
業

予
算
規
模
は
11
億
9
、
8
0
0
万
円

で
、
前
年
度
対
比
で
は
4
、
2
6
0
万

円
、
3.
7
％
の
増
と
し
ま
し
た
。

川
西
地
域
と
中
里
地
域
の
配
水
管
整

備
事
業
な
ど
に
よ
る
増
額
に
よ
る
も
の

で
す
。

下
水
道
事
業

松
之
山
温
泉
配
湯
事
業

水
道
事
業
会
計

予
算
規
模
は
1
、
1
4
0
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
22
万
円
、
1
.
9
％

の
減
と
し
ま
し
た
。

収
益
的
収
支
の
収
入
は
、
前
年
度
対

比
6
.
3
％
減
の
７
億
1
、
1
2
5
万

円
で
、
支
出
で
は
給
水
台
帳
（
Ｇ
Ｉ

Ｓ
）
作
成
業
務
委
託
料
が
減
額
し
た
た

め
前
年
度
対
比
1.
9
％
減
の
６
億
4
、

3
2
8
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
収
支
の
収
入
は
補
償
金
免
除

繰
上
償
還
財
源
の
増
に
よ
り
１
０
１
・

１
％
増
の
３
億
7
、
２
９
０
万
円
、
支

出
は
補
償
金
免
除
繰
上
償
還
の
増
に
よ

り
30
・
４%

増
の
６
億
1
、
０
３
５
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

区　　　分 金　　　　額

収益的

収　支

収　入 7億1,125万円

支　出 6億4,328万円

資本的

収　支

収　入 3億7,290万円

支　出 6億1,035万円

差　引 △			2億3,745万円

※資本的収支の不足額は損益勘定留保資金などで補てんします

水道事業会計

（
２
ペ
ー
ジ
図
参
照
）

予
算
規
模
は
32
億
５
０
０
万
円
で
、

前
年
度
対
比
で
は
３
億
9
、
０
９
０
万

円
、
10
・
９
％
の
減
と
し
ま
し
た
。
十

日
町
公
共
及
び
特
環
下
水
道
事
業
及
び

十
日
町
下
水
処
理
セ
ン
タ
ー
改
築
工
事

費
の
減
な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

特
別
会
計
の
概
要新

規
開
設
の
施
設
の
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

の
伸
び
を
見
込
ん
だ
た
め
で
す
。

新 規

新 規

新 規

拡 充

中央給食センターに導入されるバ
イオ式生ごみ処理機

消防体制の充実・強化のため消防
本部と西分署庁舎を統合し、移転・
整備します。

より良いサービスを提供するた
め、指定管理者制度で情報館を運
営します

継 続

継 続



十日町市の 機構（本庁）市役所本庁・支所の各課・係への電話は、直通電話をご利用ください
本庁舎及び本町分庁舎内の各課へは代表番号☎757-3111からも取り次ぎできます

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の
☎には市外局番025が必要です

議　会 議　　事　　係
庶　　務　　係

（☎757-3119）議会事務局長　宮　正朗

総
務
部
長

　高
橋

　勝
芳

家屋資産税係
土地資産税係

（☎757-3728）

市　民　税　係（☎757-3716）
管 理 収 納 係（☎757-3113）

（課長：村山正二）■税　務　課

交 通 防 犯 係
防 災 安 全 係

（☎757-3197）（課長：池田克也）■防災安全課

契 約 検 査 係（☎757-3114）
管　　財　　係（☎757-9914）
財　　政　　係（☎757-3114）

（課長：高橋徳一）■財　政　課

行 政 管 理 係（☎757-9913）
情報システム係（☎757-3196）
市役所改革推進係
人　　事　　係（☎757-9787）

（課長：中村　亨）■総　務　課

協 働 推 進 係（☎757-3693）
企 画 政 策 係（☎757-3193）（課長：押木　仁）■企画政策課

◇川 西 診 療 所（所長　遠藤信也）　　（☎768-2034）
◇倉 俣 診 療 所（所長　大石　晋）　　（☎763-2147）
◇中里歯科診療所（所長　上原重親）　　（☎763-2488）
◇室 野 診 療 所（所長　大石　晋）　　（☎598-2101）
◇松之山診療所（所長　登坂尚志〈嘱託〉）（☎596-2240）

■国保診療所

建 設 推 進 係（☎757-3187）（室長：長谷川義明）■地域中核病院
　建設推進室

成 人 保 健 係（☎757-9764）
母 子 保 健 係（☎757-9759）

（課長：越村範子）■健康支援課

衛 生 業 務 係
環 境 企 画 係（☎752-3924）（課長：柳　利彦）■環境衛生課

保　　育　　園
保　育　園　係（☎757-9169）

子育て支援係（☎757-3719）
（課長：渡辺盛一）■子育て支援課

国　　保　　係（☎757-3735）

市 民 年 金 係
（☎757-3116）

　　　　　　　（☎757-3748）※年金関係（課長：高橋義孝）■市民生活課

おとしより相談係（☎757-9758）
介 護 保 険 係（☎757-3757）
援　　護　　係（☎757-9739）
障がい福祉係（☎757-3782）
高 齢 福 祉 係（☎757-9758）

（課長：大島利夫）■福　祉　課

市
民
福
祉
部
長

　尾
身
晴
夫

出　　納　　係（☎757-3708）
（会計管理者：
　　 　村山　博）■会　計　課

下水道維持係（☎757-3142）
下水道建設係（☎757-3141）
水 道 維 持 係（☎757-3138）
水 道 建 設 係（☎757-3137）
お　客　様　係（☎757-3115）
事　　務　　係（☎757-6531）

（局長：貴田幸吉）■上下水道局

地 籍 調 査 係（☎757-3342）
区 画 整 理 係（☎757-3150）
建 築 住 宅 係（☎757-9935）
都 市 計 画 係（☎757-9937）

（課長：桾澤伸司）■都市計画課

信濃川・清津川対策係（☎757-3198）
維　　持　　係（☎757-9932）

用　　地　　係（☎757-9946）

土　　木　　係（☎756-5012）
監　　理　　係（☎757-3117）

（課長：樋口則雄）■建　設　課

建
設
部
長

　柴
田
芳
雄

■博　　物　　館

■文化財課 （課長：平野　勝）

■教 育 セ ン タ ー

■理科教育センター

■学校給食センター

■視聴覚ライブラリー

■小学校・中学校

■森の学校キョロロ

（博物館館長：平野　勝）　　　（☎757-5531）

（教育センター長）　　　　　　（☎756-5011）川西庁舎内

（理科教育センター長）　　　　（☎752-4632）

（学校給食センター長）

（視聴覚ライブラリー館長）　　　（☎750-5101）

  森の学校キョロロ
（館長：村山　暁〈嘱託〉）

業務係（☎595-8311）

中 条 公 民 館（☎752-2748）
川 治 公 民 館（☎752-2223）
六 箇 公 民 館（☎752-5434）
飛 渡 公 民 館（☎759-2032）
吉 田 公 民 館（☎752-2874）
下 条 公 民 館（☎755-2004）
水 沢 公 民 館（☎758-3101）
川 西 公 民 館（☎768-2308）
中 里 公 民 館（☎763-2493）
松 代 公 民 館（☎597-2301）
松之山公民館（☎596-2265）

中 央 公 民 館－業務係（☎757-5011）

（館長：水落久夫）■中央公民館

スポーツ振興係
庶　　務　　係

（☎756-5013）（課長：保坂正行）■スポーツ振興課

（課長：池田則夫）■教育総務課
庶　　務　　係（☎757-3118）川西庁舎内
教 育 施 設 係　　　　　　　川西庁舎内

（課長：柳沢　博）■学校教育課
学　　事　　係（☎757-9957）川西庁舎内
小中一貫教育推進係（☎757-3336）川西庁舎内

（課長：水落久夫）■生涯学習課 文 化 振 興 係
社 会 教 育 係（☎757-8918）

教
育
委
員
会

教
育
長

　蔵
品

　泰
治

池
田

　則
夫

教
育
委
員
会
事
務
局

教
育
次
長

文化財保護係
埋蔵文化財係（☎756-5015） 副

市
長

　村
山

　
　潤

市

　長

　関
口

　
　史

中心市街地活性化推進係（☎757-3691）（室長：富井　敏）■中心市街地
　活性化推進室

芸術祭企画係（☎757-2637）
観 光 企 画 係（☎757-3100）

（課長：渡辺正範）■観光交流課

林 政 農 災 係（☎757-9917）

農 地 整 備 係（☎757-9926）
農 業 振 興 係（☎757-9922）
農 業 企 画 係（☎757-3120）

（課長：森　　治）■農　林　課

（課長：江口　登）■産業政策課
営 業 戦 略 係　☎757-3740
商 工 振 興 係　 消費生活相談
産 業 企 画 係（☎757-3139）

農 災 復 旧 班
大
津
善
彦

産
業
観
光
部
長

　山
岸

　航

秘 書 広 報 係
（☎757-3111）

　　　　　　　（☎757-3112）※広報関係
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　市役所では、現在市が進めている事業や災害への対応を更に強化するため、産業観光部に中心市街地活

性化推進室、農林課に農災復旧班を４月１日から新設しました。また、係の統廃合を引き続き行い、組織

のスリム化を推進します。

【組織の変更点】

■総　務　部／・企画政策課：秘書係と広報広聴係を秘書広報係に統合

■産業観光部／・中心市街地活性化を担当する部長を置く

　　　　　　　・産業観光企画課と産業振興課を産業政策課と中心市街地活性化推進室に再編

　　　　　　　・農林課に農災復旧班を新設

　　　　　　　・観光交流課：観光リゾート係を観光企画係に統合

■建　設　部／・信濃川・清津川対策室を廃止し、建設課に信濃川・清津川対策係を新設

■支　　　所／・地域振興課：商工観光係を地域振興係に統合

　　　　　　　・市民課：市民保険環境係、健康・子育て係及び福祉・介護係を市民係に統合

■教育委員会／・生涯学習課：青少年育成係を社会教育係に統合

　　　　　　　・文化財課：文化財係を埋蔵文化財係と文化財保護係に再編
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平成23年度

十日町市市政功労者表彰
　３月29日㈭、 市役所で平成23年度十日町市褒賞表彰式が行われ、33人、１団体が

褒賞を受賞しました。長年にわたり各分野で活躍し、市の発展に寄与した功績が認め

られたものです。皆さん、おめでとうございます。 (敬称略)

自
治
功
労

教
育
文
化
功
労

保
健
衛
生
功
労

交
通
安
全
功
労

産
業
振
興
功
労

川
田　

一
幸
（
珠
川
・
60
歳
）

涌
井　

充　

（
高
島
１
・
60
歳
）

太
田　

祐
子
（
川
治
内
後
２
・
59
歳
）

鈴
木　

一
郎
（
白
羽
毛
・
60
歳
）

山
賀　

子
平
（
池
之
畑
・
67
歳
）

太
田　

松
雄
（
南
鐙
坂
・
67
歳
）

江
村　

恒
男
（
中
手
・
74
歳
）

長
井　

保
忠
（
高
山
４
・
64
歳
）

德
永　

隆
治
（
北
新
田
３
・
68
歳
）

小
川　

公
吉
（
本
町
４
・
84
歳
）

松
岡　

キ
ク
（
関
口
樋
口
町
・
89
歳
）

村
山
と
し
子
（
野
田
・
65
歳
）

阿
部　

武
市
（
田
中
町
本
通
り
・
63
歳
）

澤
野　

利
弘
（
上
原
新
町
・
68
歳
）

押
木　

篤
美
（
田
戸
・
74
歳
）	

重
野　

泰
宏
（
四
日
町
新
田
３
・
59
歳
）	

水
落　

由
美
（
漉
野
・
53
歳
）

西
野　

和
之
（
駅
通
り
・	

56
歳
）	

ゆ
ず
り
葉
グ
ル
ー
プ

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
地
域

　

福
祉
活
動
に
多
大
な
貢
献

防
災
功
労

そ
の
他
の
功
労

小
野
塚
良
和
（
加
賀
糸
屋
町
・
55
歳
）

太
田　

正
一
（
本
町
西
１
・
70
歳
）

尾
身　

修　

（
鉢
１
・
56
歳
）

佐
藤　

哲　

（
当
間
・
60
歳
）

藤
田　

久
吉
（
安
養
寺
・
56
歳
）

佐
藤　

義
邦
（
池
沢
・
52
歳
）

田
中　

英
己
（
小
白
倉
・
61
歳
）

中
村　

庄
平
（
大
白
倉
・
59
歳
）

井
ノ
川
芳
明
（
如
来
寺
・
59
歳
）

村
山　

勤　

（
程
島
・
60
歳
）

井
上　

傑　

（
寺
田
・
51
歳
）

小
林　

昇
二
（
滝
沢
・
56
歳
）

保
坂
久
美
夫
（
曽
根
・
52
歳
）

涌
井　

信
栄
（
松
之
山
・
53
歳
）

志
賀　

義
雄
（
下
川
手
・
51
歳
）

松
之
山
支
所

支
所
長

　本
山
敏
雄

中
里
支
所

支
所
長

　富
井
英
雄

（課長：春日潤一）■市　民　課 市　　民　　係（☎768-4956）

（課長：登坂　隆）■地域振興課川
西
支
所

（課長：樋口勝人）■市　民　課

（課長：富井英雄）■地域振興課

農 林 建 設 係（☎596-3132）
　 　 　 　 　（☎596-3134）※商工観光関係
地 域 振 興 係

（☎596-3131）

（課長：広田政夫）■市　民　課

（課長：本山敏雄）■地域振興課

地 域 振 興 係（☎597-2220）

（課長：本山　優）■市　民　課 市　　民　　係（☎597-2221）

上 下 水 道 係 
建 設 克 雪 係（☎597-2222）
農 業 振 興 係

（課長：齋藤一良）■地域振興課

支
所
長

　登
坂

　隆

（課長：佐藤三雄）■農林建設課

松
代
支
所

支
所
長

　齋
藤
一
良

十日町市の機構 （支所）

十日町市の機構 （本所）

※十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番025が必要です

市役所本庁・支所の各課・係への電話は、直通電話をご利用ください

農 林 建 設 係
地 域 振 興 係

（☎768-4951）

農 林 建 設 係（☎763-2510）
地 域 振 興 係（☎763-2511）

　　　　　　　（☎763-3121）※健康・子育て関係
市　　民　　係

（☎763-2513）

　　　　　　　（☎596-3152）※戸籍・住基・税務関係
市　　民　　係

（☎596-2169）

監　査　委　員 ■監査委員事務局 （局長：村山一栄）（☎757-3692）

選挙管理委員会 ■選挙管理委員会事務局 （局長：村山一栄）（☎757-3191）

農 業 委 員 会 ■農業委員会事務局 （局長：齋木辰男）

松之山事務所（☎596-3132）
松 代 事 務 所（☎597-2222）
川 西 事 務 所（☎768-4951）
十日町事務所（☎757-3286）
農　　地　　係　　　　　　　中里庁舎内
庶　　務　　係

（☎763-2515）
中里庁舎内



催
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催
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

～ お知らせ・ガイド ～

催
し・講
座

時
30
分
〜
午
後
５
時
（
22
日
は

４
時
ま
で
）

　

情
報
館

　
お
と
ぎ
工
房
（
☎
７
５
７
―
０

８
１
３
）

内
☎
５
９
７
―
２
２
２
０
）

　

１
、
０
０
０
円
（
当
日
１
、
３

０
０
円
）
※
売
り
上
げ
の
一
部

は
十
日
町
市
社
会
福
祉
協
議
会

に
寄
付
さ
れ
ま
す

●
特
別
出
演
＝
佐
渡
鬼
太
鼓
・
立

浪
会
・
長
浜
ク
ラ
ブ
・
滋
賀
長

浜
カ
ラ
オ
ケ
愛
好
会

　
十
日
町
歌
謡
ク
ラ
ブ
・
柳
（
☎

７
５
７
―
３
５
７
５
）

生
は
無
料
、
４
月
14
日
㈯
〜
22

日
㈰
は
十
日
町
市
民
無
料
）

　
・
　
森
の
学
校
キ
ョ
ロ
ロ
（
☎

５
９
５
―
８
３
１
１
）

～ お知らせ・ガイド ～

Ｊ
Ｒ
千
手
発
電
所

桜
一
般
公
開
の
お
知
ら
せ

高
田
駐
屯
地

創
立
62
周
年
記
念
行
事

第
４
回

高
橋
光
善
フ
ル
ー
ト
名
曲
の
夕
べ

　

桜
の
開
花
時
期
に
合
わ
せ
て
Ｊ

Ｒ
千
手
発
電
所
展
望
広
場
を
一
般

開
放
し
ま
す
。
駐
車
場
は
敷
地
内

の
空
い
て
い
る
場
所
を
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

　
４
月
20
日
㈮
〜
５
月
６
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
４
時

　

Ｊ
Ｒ
千
手
発
電
所

●
注
意
＝
発
電
所
内
の
立
入
禁
止

区
域
は
危
険
で
す
。
立
ち
入
ら

な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
信
濃
川
発
電
所
（
☎
０
２
５
８

―
82
―
２
７
０
２
）

　
４
月
22
日
㈰
午
前
９
時
〜
午
後

３
時

　

一
般
公
開
・
記
念
式
典
・
訓
練

展
示
・
装
備
品
展
示
な
ど

　

駐
車
場
は
周
辺
観
桜
会
臨
時
駐

車
場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
・
　
高
田
駐
屯
地
（
上
越
市
）

（
☎
０
２
５
―
５
２
３
―
５
１

１
７
）

十
日
町
歌
謡
ク
ラ
ブ
発
表
会

　

４
月
22
日
㈰
午
後
２
時
〜
（
開

場
１
時
）

　

市
民
会
館

　

４
月
21
日
㈯
午
後
７
時
〜

　

千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

　

大
人
５
０
０
円
（
当
日
券
の

み
）、
高
校
生
以
下
無
料

　

高
橋
（
☎
０
９
０
―
６
２
５
９

―
５
６
５
４
）

お
と
ぎ
工
房
の
仲
間
達
展

「
私
の
お
ひ
な
さ
ま
」

「
美
人
林
」

　
佐
藤
一
善
写
真
展

「
野
に
咲
く
花
の
よ
う
に
」

　
藤
井
ふ
み
よ
展

催
し・講
座

日

日

日

日

会

会会

￥

￥

会

会 内他

　

４
月
21
日
㈯
〜
22
日
㈰
午
前
９

日

　

春
の
里
山
を
題
材
と
し
た
写
真

展
と
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。
写

真
展
で
は
「
見
て
・
触
っ
て
・
考
え

て
」
ブ
ナ
林
の
秘
密
を
楽
し
く
体

験
学
習
で
き
る
仕
掛
け
が
あ
り
ま

す
。
絵
画
展
で
は
松
代
出
身
の
水

彩
画
家
藤
井
さ
ん
が
野
に
咲
く
花

の
表
情
を
自
然
の
ま
ま
に
生
き
生

き
と
描
い
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

４
月
14
日
㈯
〜
７
月
１
日
㈰
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
入
館
は

４
時
30
分
ま
で
）

　

火
曜
日

　

大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
・
高

生
３
０
０
円
（
市
内
小
・
中
学

問

問

問

問

問

問

会

佐藤一善写真展

藤井ふみよ展

　

蓮
池
薫
さ
ん
を
講
師
に
招
き
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

４
月
20
日
㈮
午
後
２
時
〜
４
時

　

ま
つ
だ
い
ふ
る
さ
と
会
館

　

無
料

　

先
着
90
人

　

報
道
関
係
者
な
ど
に
よ
る
取
材

は
で
き
ま
せ
ん

　

・　

ま
つ
だ
い
地
域
振
興
会
事

務
局
（
松
代
支
所
地
域
振
興
課

日会￥

問

定申 他
松
寿
大
学
25
周
年
記
念
講
演

「
夢
と
絆
」

申申込み ＦＦＡＸ〆締め切り 問問合せ他その他講講師
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大
人
５
０
０
円
、
小
・
中
学
生

２
０
０
円
※
団
体
割
引
あ
り

　
・
　
星
と
森
の
詩
美
術
館
（
☎

７
５
２
―
７
２
０
２
）

30
分
（
全
８
回
）

　

１
万
８
、
０
０
０
円
（
約
１
万

円
の
材
料
費
が
別
途
必
要
）
※

受
講
料
は
初
回
に
全
額
納
付

　

先
着
５
人
（
初
心
者
可
）

　

市
村
久
子
さ
ん（
伝
統
工
芸
士
）

　

・
　
・
　
５
月
11
日
㈮
ま
で
に

ク
ロ
ス
10
（
☎
７
５
７
―
２
３

２
３
）

お
飾
り
紙
・
切
り
絵
紙

　
４
月
24
日
㈫
〜
27
日
㈮
午
前
９

時
30
分
〜
午
後
７
時
（
27
日
は

３
時
ま
で
）

　

情
報
館

　

切
り
絵
作
品
が
主
体
で
40
点
く

ら
い
の
展
示

　
お
飾
り
紙
の
会
・
平
野
（
☎
７

６
８
―
２
５
９
３
）

第
20
回
つ
く
し
祭

【
第
１
回

：

裂
き
織
で
帯
を
織
る
】

　
８
月
に
は
第
2
回
講
座
「
シ
ョ

ー
ル
を
織
る
」
10
月
に
は
第
３
回

講
座
「
き
も
の
を
織
る
」
も
開
催

さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
５
月
25
日
㈮
・
６
月
１
日
㈮
・

８
日
㈮
・
15
日
㈮
・
22
日
㈮
・

29
日
㈮
・
７
月
６
日
㈮
・
13
日

㈮
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
０
時

募

　集

物　　　件 間 取 り 家賃（月）戸数

中  

里

上山住宅
（世帯用）

昭和62年度建築
鉄骨３階建

６帖３室、
DK

21,000円 １戸

松  

代

中通住宅
（世帯用）

平成６年度
木造高床３階建

６帖３室、
LDK

19,000円
〜28,300円

１戸

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

４
月
13
日
㈮
〜
26
日
㈭
※
申
込

み
条
件
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い

　

・　

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

（
☎
７
５
７
―
９
９
３
５
）

星
と
森
の
詩
美
術
館

人
間
国
宝
認
定
15
周
年

刀
匠 

天
田
昭
次
展

　

20
周
年
記
念
に
つ
き
入
場
無
料

で
す
。
　

　

４
月
30
日
㈪
午
前
９
時
30
分
〜

午
後
２
時
30
分

　

ユ
ー
モ
ー
ル

　
中
里
芸
能
協
会
事
務
局
・
山
田

（
☎
７
６
３
―
３
１
６
４
）

　

〝
天
田
地
鉄
〟
の
真
骨
頂
10
点

ほ
ど
を
展
覧
し
ま
す
。「
星
襄
一

《
星
》
の
版
画
展
」
も
同
時
開
催
。

　
６
月
３
日
㈰
ま
で
午
前
９
時
30

分
〜
午
後
５
時
（
入
館
は
４
時

30
分
ま
で
）

　

毎
週
火
曜
日

日日

￥定講

日

日休

￥

会会 内問

会

申

問

問

問問

会申 日

ク
ロ
ス
10

手
織
り
講
座

ク
ロ
ス
10
体
験
工
房

４
・
５
月
の
着
付
け
教
室

　
４
・
５
月
の
毎
週
㈭
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
※
５
月
３
日

は
休
み

　

１
回
５
０
０
円
※
着
物
一
式
持

参
（
有
料
貸
出
あ
り
）

　

10
人
（
当
日
受
付
可
）

　

・　

ク
ロ
ス
10
（
☎
７
５
７
―

２
３
２
３
）

日￥定会

問

　

５
月
17
日
㈭
〜
25
年
３
月

　

中
央
公
民
館
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
み
市
民
体
育
館
）

　

18
〜
35
歳
（
昭
和
52
年
４
月
２

日
生
ま
れ
以
降
の
人
）

　

４
、０
０
０
円
（
学
習
活
動
費
）

※
コ
ー
ス
・
ク
ラ
ブ
に
よ
り
教
材

費
・
材
料
費
が
別
途
必
要
で
す

【
い
け
ば
な
（
草
月
流
）】
15
人

　

季
節
な
ど
に
合
わ
せ
て
花
を
生

け
ま
す
。（
富
井
美
知
子
さ
ん
）

　

第
１
・
３
㈭
午
後
７
時
30
分
〜

【
着
付
け
】
15
人

　

さ
ま
ざ
ま
な
着
付
け
や
帯
結
び

を
習
い
ま
す
。（
丸
山
幸
枝
さ
ん
）

　
毎
週
㈭
午
後
７
時
30
分
〜

【
料
理
】
15
人

　

男
性
で
も
作
れ
る
お
か
ず
を
学

び
ま
す
。（
蕪
木
康
子
さ
ん
）

　

毎
週
㈭
午
後
７
時
〜

【
ヨ
ガ
】
15
人

　

体
が
硬
く
て
も
安
心
。
初
心
者

対
象
で
す
。（
中
山
修
志
さ
ん
）

　

毎
週
㈭
午
後
７
時
30
分
〜

【
シ
ネ
マ
＆
ビ
ジ
ュ
ア
ル
】
15
人

　

自
作
映
画
や
ビ
デ
オ
制
作
を
学

び
ま
す
。（
二
瓶
光
さ
ん
）

　

第
１
・
３
㈭
午
後
７
時
30
分
〜

【
パ
ソ
コ
ン
】
15
人

　

ワ
ー
ド
・
エ
ク
セ
ル
の
基
本
か

ら
学
び
ま
す
。（
白
川
洋
樹
さ
ん
）

　

毎
週
㈭
午
後
７
時
30
分
〜

【
フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
】
15
人

　

基
本
か
ら
学
び
ま
す
。目
指
せ
、

弾
き
語
り
。初
心
者
大
歓
迎
で
す
。

（
大
行
満
さ
ん
）

※
ギ
タ
ー
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い

　

第
１
・
３
㈭
午
後
７
時
30
分
〜

【
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
】
定
員
な
し

　

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。（
講
師
な
し
）

　

毎
週
㈭
午
後
７
時
30
分
〜

　

こ
の
ほ
か
、
皆
さ
ん
と
公
民
館

が
協
力
し
て
企
画
し
た
り
、
楽
し

く
学
ん
だ
り
す
る
【
全
体
学
習
】

と
、
枠
を
超
え
た
出
会
い
と
仲
間

づ
く
り
を
楽
し
む【
自
治
会
活
動
】

が
あ
り
ま
す
。

　
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申

込
書
に
参
加
費
を
添
え
て
中
央

公
民
館
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
年
度
途
中
か
ら
の
参
加
も

大
歓
迎
で
す
。

　

中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７
―
５

０
１
１
）

十
日
町
青
年
学
級
　
学
級
生
募
集

NEW

日

日日日申問

日日日日日 会対￥

日￥ 休



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

16市報とおかまち　平成24年4月10日号
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十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　

日
本
の
文
化
か
ら
韓
国
の
文
化

ま
で
幅
広
く
学
び
ま
す
。

　
中
央
公
民
館

【
洋
画
】
20
人

　

市
展
出
品
を
目
指
し
て
、鉛
筆
・

木
炭
デ
ッ
サ
ン
か
ら
、
本
格
的
水

彩
画
、
油
絵
ま
で
を
学
び
ま
す
。

（
小
林
順
二
さ
ん
）

　
第
１
・
３
㈭
午
後
７
時
〜
９
時

※
５
月
17
日
開
講
・
全
20
回

　
４
、
０
０
０
円

【
韓
国
文
化
】
20
人

　

韓
国
ド
ラ
マ
や
K
―
P
O
P
な

ど
、
話
題
の
韓
国
文
化
に
つ
い
て

知
る
講
座
で
す
。
韓
国
料
理
に
も

挑
戦
し
ま
す
。（
市
村
美
花
さ
ん
）

　
第
２
・
４
㈮
午
後
７
時
〜
９
時

　

※
５
月
25
日
開
講
・
全
５
回

　
１
、
０
０
０
円

【
版
画
】
15
人

　

市
展
出
品
を
目
指
し
て
、
版
画

を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
び
ま
す
。

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。（
重
野
桂

二
さ
ん
）

　
第
２
・
４
㈬
午
後
７
時
〜
９
時

　

※
５
月
９
日
開
講
・
全
15
回

　
３
、
０
０
０
円

【
茶
道
】
15
人

　

宗
偏
流
茶
道
の
基
礎
を
通
し

て
、
日
常
の
作
法
や
和
の
心
を
学

び
ま
す
。（
古
澤
芳
子
さ
ん
）

　
第
１
・
３
㈬
午
後
７
時
〜
９
時

　

※
５
月
16
日
開
講
・
全
19
回

　
７
、
０
０
０
円

　
洋
画
・
版
画
・
茶
道
コ
ー
ス
は

４
月
27
日
㈮
ま
で
、
韓
国
文
化

コ
ー
ス
は
５
月
18
日
㈮
ま
で
に

中
央
公
民
館
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
参
加
費
の
ほ
か
、
教
材
費
な
ど

が
別
途
必
要
で
す
。
定
員
に
満

た
な
い
場
合
は
参
加
費
が
高
く

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
で

決
定
し
ま
す
。
申
込
み
が
５
人

以
下
の
コ
ー
ス
は
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　
中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７
―
５

０
１
１
）

成
人
講
座
　
参
加
者
募
集

日日日

日

会

申

￥￥

￥

￥

問

　

「
大
地
の
芸
術
祭	

越
後
妻
有
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１

２
」
の
準
備
や
会
期
中
の
運
営
を

手
伝
っ
て
も
ら
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

　

次
の
い
ず
れ
も
満
た
す
人

①
満
16
歳
以
上
で
市
内
ま
た
は
津

南
町
に
在
住
・
帰
省
地
が
あ
る

な
ど
越
後
妻
有
に
縁
の
あ
る
人

（
満
18
歳
未
満
の
人
は
保
護
者

の
承
認
が
必
要
）

②
無
償
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

で
き
る
人

●
活
動
内
容

【
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
】

　
バ
ス
に
添
乗
し
案
内
し
ま
す
。

【
大
地
の
芸
術
祭
運
営
全
般
】

　

作
品
制
作
手
伝
い
、
作
品
周
辺

環
境
整
備
、
案
内
所
の
運
営
、
作

品
管
理
当
番
、
イ
ベ
ン
ト
運
営
、

広
報
活
動
な
ど
の
運
営
に
関
す
る

活
動
で
す
。
※
事
前
に
活
動
内
容

の
説
明
や
研
修
な
ど
を
行
い
ま
す

●
登
録
方
法
＝
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
・
問
合
せ
先
に
配
置
の
サ
ポ

ー
タ
ー
登
録
用
紙
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

１
日
で
も
活
動
可
能
で
す
。
ま

た
、
主
に
首
都
圏
の
人
た
ち
か

ら
組
織
さ
れ
る
「
こ
へ
び
隊
」

と
は
異
な
る
組
織
と
し
ま
す
。

　

会
期
中
に
来
訪
者
を
受
け
入

れ
、
作
品
や
地
域
の
魅
力
を
案
内

し
て
も
ら
え
る
団
体
を
募
集
し
ま

す
。
要
件
を
満
た
す
団
体
に
は
、

市
が
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。（
こ

の
事
業
は
、
地
域
お
も
て
な
し
事

業
の
名
称
と
内
容
を
変
更
し
た
も

の
で
す
）

●
補
助
対
象
団
体
＝
地
域
組
織

（
地
区
振
興
会
、
集
落
・
町
内

会
な
ど
）、地
域
産
業
団
体
（
商

店
街
振
興
組
合
な
ど
）、
ま
ち

づ
く
り
活
動
団
体
、
芸
術
祭
に

協
力
す
る
市
民
団
体
な
ど

●
補
助
対
象
事
業
＝
次
の
全
て
の

要
件
を
満
た
す
事
業

○
大
地
の
芸
術
祭
の
来
訪
者
に
対

し
て
歓
迎
の
気
持
ち
を
込
め
て

取
り
組
む
来
訪
者
受
入
事
業

○
会
期
中
に
作
品
展
開
場
所
ま
た

は
交
通
の
要
所
と
な
る
場
所
な

ど
で
、
合
計
８
日
間
以
上
、
大

地
の
芸
術
祭
作
品
や
観
光
及
び

地
域
の
案
内
を
行
う
事
業

●
補
助
対
象
経
費

①
消
耗
品
費
、
食
糧
費
、
印
刷
費
、

使
用
料
、
手
数
料
な
ど

②
事
業
の
準
備
な
ど
に
必
要
な
経

費
（
作
品
鑑
賞
の
バ
ス
借
上
げ

料
、
芸
術
祭
実
行
委
員
会
が
用

意
す
る
ツ
ア
ー
参
加
料
）

●
補
助
率
・
補
助
金
額
＝
補
助
対

象
経
費
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

①
の
経
費

：

補
助
対
象
経
費
の
２

分
の
１
（
上
限
７
万
円
）

②
の
経
費

：

補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
１
（
上
限
３
万
円
）

（
い
ず
れ
も
他
の
公
的
補
助
金
な

ど
を
控
除
し
た
額
を
補
助
対
象
経

費
と
し
、
補
助
金
額
は
千
円
未
満

切
り
捨
て
と
し
ま
す
）

　

５
月
11
日
㈮
ま
で
に
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
問
合
せ
先
ま
た
は

各
支
所
地
域
振
興
課
に
配
置
の

仮
申
込
書
を
観
光
交
流
課
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

気
軽
に
参
加
し
よ
う
♪　

地
元
サ
ポ
ー
タ
ー
を
募
集
し
ま
す

来
訪
者
と
の
交
流
を
楽
し
も
う
♪

千
客
万
来
事
業　

申
請
団
体
募
集

対

他

申

盛
り
上
げ
よ
う
！ 

大
地
の
芸
術
祭

会
期
：
７
月
29
日
㈰
〜
９
月
17
日
（
敬
老
の
日
）

　
観
光
交
流
課
芸
術
祭
企
画
係

☎
７
５
７
―
２
６
３
７

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
の
悩
み
ご

と
の
相
談
に
無
料
で
応
じ
て
い
ま

す
。
日
常
生
活
の
い
ろ
い
ろ
な
相

談
の
ほ
か
、
法
律
、
介
護
、
税
金

な
ど
に
つ
い
て
は
弁
護
士
な
ど
の

専
門
家
が
相
談
を
受
け
る
日
も
設

け
て
い
ま
す
。
専
門
家
に
よ
る
相

談
は
予
約
が
必
要
で
す
。

　

㈪
〜
㈮
の
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
※
祝
日
・
年
末
年
始
を
除
く

　

・　

・　

新
潟
県
高
齢
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
（
新
潟
市
）（
☎

０
２
５
―
２
８
５
―
４
１
６

５
）

　
毎
月
第
３
㈯
午
前
10
時
〜

　

情
報
館

　

年
間
１
、
０
０
０
円
※
友
の
会

会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
（
年

会
費
１
、
０
０
０
円
）

　

阿
部
洋
輔
さ
ん

　

・　

博
物
館
（
☎
７
５
７
―
５

５
３
１
）

博
物
館
友
の
会
近
代
史
グ
ル
ー
プ

「
世
界
遺
産
を
学
ぶ
会
」

会
員
募
集

　
世
界
遺
産
と
は
何
か
に
つ
い
て

学
習
し
ま
す
。登
録
申
請
の
話
や
、

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る
と
ど
の

よ
う
に
観
光
地
が
変
化
す
る
の
か

な
ど
、
裏
話
を
交
え
な
が
ら
学
習

し
て
い
き
ま
す
。

講 日会￥

問

申

し
込
ま
な
か
っ
た
人
は
、
６
月
か

ら
の
住
民
（
特
定
）
健
診
を
ぜ
ひ

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　
市
民
生
活
課
国
保
係
（
☎
７
５

７
―
３
７
３
５
）

問

福
祉・健
康

　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
入
門
課

程
で
す
。

　
５
月
９
日
〜
12
月
５
日
の
毎
週

㈬
午
後
７
時
30
分
〜
９
時

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か

手
話
教
室

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
加
入
者
を
対
象
に
募
集

し
て
い
た
24
年
度
人
間
ド
ッ
ク
助

成
申
請
は
、
定
員
に
達
し
ま
し
た

の
で
締
め
切
り
ま
し
た
。
今
回
申

人
間
ド
ッ
ク
助
成
の
申
込

み
を
締
め
切
り
ま
し
た

日

会￥申

問

　

中
央
公
民
館

　

３
、
０
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代

含
む
）

　

・　

４
月
20
日
㈮
ま
で
に
十
日

町
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
☎
７

５
０
―
５
０
１
０
）

問
　

４
月
25
日
㈬
は
神
経
内
科
が
休

診
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
十
日
町
病
院
経
営
課
（
☎
７
５

７
―
５
５
６
６
）

十
日
町
病
院
神
経
内
科

臨
時
休
診
の
お
知
ら
せ

青
年
海
外
協
力
隊
＆
シ
ニ
ア

海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

東
京
の
子
ど
も
た
ち
と
の
交
流

や
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
登
山
な
ど
、
学
校
や
家
庭
で
は

で
き
な
い
体
験
を
し
ま
せ
ん
か
。

友
だ
ち
の
輪
を
広
げ
ま
し
ょ
う
。

　
４
月
21
日
㈯
〜
25
年
３
月
（
全

14
回
）

　
市
内
の
小
学
４
〜
６
年
生
（
４

年
生
未
満
の
妹
や
弟
と
い
っ
し

ょ
に
参
加
し
た
い
場
合
は
相
談

し
て
く
だ
さ
い
）

　
３
、
０
０
０
円

※
開
校
式
（
４
月
21
日
㈯
午
前
９

時
〜
・
中
央
公
民
館
）
で
集
め

ま
す
。
開
校
式
に
参
加
で
き
な

い
場
合
も
入
会
で
き
ま
す

※
材
料
費
な
ど
別
途
徴
収
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す

　
40
人
程
度

　
・
　
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
中

央
公
民
館
（
☎
７
５
７
―
５
０

１
１
、　

７
５
７
―
５
０
１
０
）

ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
ク
ー
ル
参
加
者
募
集

申 定 対

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
は
、
学

校
や
地
域
の
依
頼
に
応
じ
て
、
無

償
で
食
育
に
関
す
る
活
動
を
す
る

個
人
・
法
人
・
団
体
な
ど
の
こ
と

で
す
。「
食
文
化
・
郷
土
料
理
分

野
」「
農
業
等
生
産
分
野
」「
健
康

管
理
・
栄
養
分
野
」
の
３
分
野
が

あ
り
、
学
校
や
地
域
か
ら
の
依
頼

に
応
じ
て
、
食
育
に
関
す
る
手
伝

い
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

５
月
１
日
㈫
ま
で
に
登
録
申
込

書
（
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

入
手
可
）
を
郵
送
（
〒
９
５
０

―
８
５
７
０
※
住
所
記
載
不

要
）、
ま
た
は　

０
２
５
―
２

８
０
―
５
５
４
８

　

県
農
林
水
産
部
食
品
・
流
通
課

（
☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
３

０
６
）

申問

F

￥ 日

日会

申

問

問

F
子
育
て

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

　

満
20
〜
39
歳
で
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
人
が
応
募
で
き
る
「
青

年
海
外
協
力
隊
」
と
満
40
〜
69
歳

（
い
ず
れ
も
５
月
14
日
現
在
）
で

一
定
の
要
件
を
満
た
し
た
人
が
応

募
で
き
る
「
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

●
応
募
期
間
＝
５
月
14
日
㈪
ま
で

【
相
談
会
】
気
軽
に
お
い
で
下
さ

い
。
※
予
約
不
要

４
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分

〜
（
シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）、
午
後
２
時
〜
（
青
年
海

外
協
力
隊
）

プ
ラ
ー
カ
１
と
き
め
い
と
（
新

潟
市
）

無
料

J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

選
考
窓
口
（
☎
０
３
―
３
４
０

６
―
９
９
０
０
）

日会問 ￥

問



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

絵本作家 長谷川義史 原画展「空をみあげて」

　４月28日㈯〜７月１日㈰午前10時〜午後５

時※水・木曜日休館、ただし５月２日㈬・３

日（憲法記念日）は開館

　絵本と木の実の美術館

　高校生以上700円、小・中学生300円

　長谷川義史さんの数多く作品の中から、「核

と平和」がテーマの「８月６日のこと」と「よ

うちえんいやや」の原画を公開します。絵本

の世界を体感し、心から楽しむことができる

参加型展示スペースも登場します。

「絵本とマジックのコンサート」

　５月４日（みどりの日）午後２時〜

　情報館

　高校生以上500円

●出演：長谷川義史さん、大友剛さん

はせぼん＆たけぼん

「絵本と音楽とＬＩＶＥペインティングの世界」

　５月５日（こどもの日）午後２時〜

　絵本と木の実の美術館

　高校生以上1,000円（当日1,300円）、小・中

学生500円（当日700円）※入館料含む

●出演：長谷川義史さん（絵本作家）、大友剛さ

ん（音楽、マジック）、田島征三さん（絵本作家）

※５月４日・５日の２日間共通チケット＝高校

生以上1,200円

●チケット販売場所＝まつだい「農舞台」、情

報館（電話予約は、絵本と木の実の美術館☎

752-0066）

　「大地の芸術祭の里」総合案内所

　☎595-6688

18市報とおかまち　平成24年4月10日号

お知らせ・ガイド

市報とおかまち　平成24年4月10日号19

十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要ですお知らせ・ガイド

　

イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
。
親
子
で

い
っ
し
ょ
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

　

４
月
17
日
〜
25
年
３
月
12
日
の

毎
週
㈫
午
前
10
時
〜
11
時

　

市
民
体
育
館
（
４
月
〜
11
月
）、

サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
（
12
月
〜

25
年
３
月
）

　

１
歳
〜
就
園
前
の
お
子
さ
ん
と

そ
の
保
護
者

　

４
、
０
０
０
円
（
材
料
費
や
講

師
謝
礼
な
ど
）

※
行
事
な
ど
必
要
経
費
を
別
途
徴

収
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す

※
年
間
を
通
し
て
参
加
で
き
な
い

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

リ
ズ
ム
遊
び
・
手
遊
び
・
工
作
・

遠
足
・
運
動
会
・
季
節
の
行
事

な
ど

　
開
講
式
（
４
月
17
日
㈫
・
市
民

体
育
館
）
に
、
申
込
書
に
参
加

費
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
な
お
、
そ
の
後
も
随
時

受
け
付
け
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
（
☎
７
５
７
―
５

０
１
１
）

な
か
よ
し
ラ
ン
ド

参
加
者
募
集

日対￥内問 申 会

●
「
と
し
�
か
ん
ク
イ
ズ
」

　
４
月
24
日
㈫
〜
５
月
12
日
㈯	

　

情
報
館
の
本
を
使
っ
て
答
え
る

３
種
類
（
初
級
・
中
級
・
上
級
）

の
ク
イ
ズ
を
用
意
し
ま
す
。
全
問

正
解
者
に
は
す
て
き
な
賞
状
を
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

●
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
中
の

情
報
館
で
の
お
は
な
し
会

お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ
ス
ペ
シ
�
ル

　

４
月
28
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

お
は
な
し
ぴ
よ
ぴ
よ

　

５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）、

５
月
12
日
㈯
10
時
30
分
〜
11
時

お
は
な
し
「
た
ま
て
ば
こ
」

　

５
月
10
日
㈭
午
前
10
時
〜
11
時

※
い
ず
れ
も
参
加
費
無
料
で
す

　

・　

情
報
館
（
☎
７
５
０
―
５

１
０
０
）

日日 日

　

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
推
進
に

関
す
る
法
律
で
定
め
ら
れ
た
４
月

23
日
㈪
の
「
子
ど
も
読
書
の
日
」

か
ら
５
月
12
日
㈯
ま
で
は
第
54
回

「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
で
す
。

　

情
報
館
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

読
書
を
す
す
め
る
た
め
の
特
別
企

画
を
い
く
つ
か
用
意
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
「
こ
ど
も
の
読
書
週
間
」
を

き
っ
か
け
に
、
お
子
さ
ん
と
読
書

に
親
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

●
テ
ー
マ
図
書

　

４
月
24
日
㈫
〜
５
月
12
日
㈯

「
君
と
未
来
を
つ
な
ぐ
本
」

　

今
年
の
標
語
に
ち
な
み
、
子
ど

も
た
ち
の
心
と
知
識
を
育
む
本
を

紹
介
し
ま
す
。

「
空
を
み
あ
げ
て

�
長
谷
川
義
史
さ
ん
の
絵
本
�
」

　

絵
本
と
木
の
実
の
美
術
館
で
原

画
展
や
イ
ベ
ン
ト
を
行
う
長
谷
川

さ
ん
の
作
品
を
情
報
館
の
蔵
書
か

ら
一
堂
に
集
め
て
紹
介
し
ま
す
。

日

会

４
月
23
日
か
ら
５
月
12
日
は

〜
君
と
未
来
を
つ
な
ぐ
本
〜

﹁
こ
ど
も
の
読
書
週
間
﹂

日

日

日

会

会

￥

会

￥

￥

内

問

期間中に人気絵本作家・長谷川義史さんの原画展とイベントが開催されます

問

日

―
５
０
１
３
）

第
８
回
市
長
杯

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
５
月
13
日
㈰
午
前
８
時
30
分
〜

　

市
総
合
体
育
館

　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
４
月
１

日
現
在
満
18
歳
以
上
の
人
（
学

生
不
可
）

　

１
チ
ー
ム
２
、
５
０
０
円

　

女
性
の
部
、
男
女
混
合
の
部　

　

５
月
１
日
㈫
ま
で
に
参
加
費
を

添
え
て
市
総
合
体
育
館

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
（
☎
７
５
６

日対￥内 会問 申

十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援
セ
ン
タ
ー

体
験
教
室
・
イ
ベ
ン
ト

【
�
春
か
ら
は
じ
め
よ
う
�
運
動

プ
ロ
グ
ラ
ム
体
験
会
開
催
中
！
】

　
４
月
28
日
㈯
ま
で

　

生
後
６
か
月
〜
大
人

　

４
回
受
講

：

５
、
０
０
０
円

　

１
回
受
講

：

１
、
５
０
０
円

　

教
室
内
容
や
バ
ス
利
用
に
つ
い

て
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

︻
特
別
課
外
活
動
�
プ
ー
ル
で
エ

ン
ジ
�
イ
�
】

　
５
月
５
日
（
こ
ど
も
の
日
）
午

前
８
時
〜
午
後
５
時

●
行
き
先
＝
サ
ン
マ
リ
ー
ン
長
野

（
長
野
市
）

日日 対

対

￥

￥定

他

問

申

会
「
試
合
観
戦
ご
招
待
」
係
（
☎

０
２
５
―
２
８
２
―
０
０
１
１
）

問

申 会対
　

Ｊ
リ
ー
グ
デ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
１
第

10
節
対
Ｆ
Ｃ
東
京
戦
（
自
由
席
）

に
招
待
し
ま
す
。
詳
し
く
は
ア
ル

ビ
レ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

５
月
６
日
㈰
午
後
７
時
〜

　

東
北
電
力
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
（
新
潟
市
）

　

市
内
在
住
者

　

２
０
０
人
※
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選

●
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
①

５
月
６
日
Ｆ
Ｃ
東
京
②
住
所
③

氏
名
・
年
齢
④
電
話
番
号
⑤
チ

ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数
（
３
枚
ま

で
）
⑥
後
援
会
資
料
請
求
有
無

を
記
載
し
送
付
※
１
世
帯
１
通

限
り

　

・
　
４
月
25
日
㈬
（
必
着
）
ま

で
に
〒
９
５
０
―
０
９
５
４
新

潟
市
中
央
区
美
咲
町
２
―
１
―

10
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

日

ジ
ュ
ニ
ア
硬
式
テ
ニ
ス
教

室
会
員
募
集

　
５
月
〜
９
月
の
毎
週
㈬
・
㈯
、

10
月
〜
４
月
の
毎
週
㈯
午
後
７

時
30
分
〜
９
時
30
分

　

サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
（
５

月
〜
９
月
）、
市
総
合
体
育
館

（
10
月
〜
４
月
）

　

小
学
１
年
生
〜
中
学
２
年
生

　

年
間
８
、
０
０
０
円
※
貸
し
ラ

ケ
ッ
ト
有
り

　
・
　
池
田
（
☎
０
８
０
―
１
１

６
６
―
４
３
７
９
）

会

問

申 日対￥

定

12
～
３
月
分
の
児
童
扶
養

手
当
を
振
り
込
み
ま
す

　

12
〜
３
月
分
の
児
童
扶
養
手
当

を
、
４
月
11
日
㈬
に
受
給
者
の
口

座
へ
振
り
込
み
ま
す
。

●
手
当
額
＝
受
給
者
に
よ
り
異
な

る
の
で
、
証
書
で
確
認
し
て
く

だ
さ
い

　
子
育
て
支
援
課
子
育
て
支
援
係

（
☎
７
５
７
―
３
７
１
９
）

問

　

幼
児
・
小
学
生

　

３
、０
０
０
円
（
昼
食
代
込
み
）

　

40
人

　
・
　
十
日
町
体
力
づ
く
り
支
援

セ
ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
３
３

４
３
）

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し・相
談

【
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
】

		

市
で
は
、
国
民
健
康
保
険
税
、

固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
市
・

県
民
税
の
納
付
に
安
全
・
便
利
・

確
実
な
口
座
振
替
を
勧
め
て
い
ま

す
。
口
座
振
替
を
希
望
す
る
場
合

は
、
ゆ
う
ち
ょ
・
第
四
・
北
越
・

大
光
の
各
銀
行
、
新
潟
縣
信
用
組

合
、
新
潟
県
労
働
金
庫
、
上
越
信

用
金
庫
、
十
日
町
農
協
で
手
続
き

を
し
て
く
だ
さ
い
。
手
続
き
の
際

に
は
、
通
帳
と
届
出
印
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

【
口
座
振
替
の
人
へ
】

　

各
納
期
限
に
契
約
口
座
か
ら
引

き
落
と
さ
れ
ま
す
。
残
高
不
足
で

口
座
振
替
で
き
な
か
っ
た
場
合
は

再
度
の
振
替
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
前
日
ま
で
に
預
金
残
高
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
の
振
替
方
法

を
全
期
前
納
と
し
て
い
る
人
は
、

４
月
（
仮
算
定
分
）・
７
月
（
本

算
定
分
）
の
年
２
回
の
算
定
税
額

を
そ
れ
ぞ
れ
一
括
で
口
座
か
ら
振

り
替
え
ま
す
。
市
・
県
民
税
、
固

市
税
納
付
の
お
知
ら
せ

全
国
大
会
＆
国
際
大
会

で
大
活
躍

（
敬
称
略
）

第
₂₆
回
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ
ケ

ー
全
国
大
会

第
₁₀
回
F
I
S
イ
タ
リ
ア
　
ア

ベ
ト
ー
ネ
大
会

第
₉₀
回
天
皇
杯
　
全
日
本
ス
キ

ー
選
手
権
大
会

　

３
月
18
日
㈰

　

千
葉
県
浦
安
市

○
小
学
生
高
学
年
混
成
の
部
＝
中

里
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
古
川
悠
生
、

樋
口
亜
美
、
佐
藤
綾
音
、
山
本
つ

ぐ
み
、
大
口
晶
蘭
、
船
木
瑠
莉
、

桑
原
愛
佳
、
井
口
里
香
、
井
口
陵
）

３
位　

※
選
手
は
全
員
田
沢
小

日会

　

３
月
23
日
㈮
・
24
日
㈯

　

イ
タ
リ
ア　

ア
ベ
ト
ー
ネ

　

３
月
16
日
㈮
〜
20
日
㈷

　

北
海
道
名
寄
市

○
女
子
リ
レ
ー
＝
十
日
町
高
校
チ

ー
ム
（
酒
井
梨
奈
・
１
走
、
齋
木

愛
里
紗

・

２
走
、
大
平
麻
生
・
３

走
）
３
位

日 日会会 ○
K
―
２
男
子
回
転
＝
柳
瑛
人

：

45
位
（
松
之
山
中
）
○
K
―
１
女

子
回
転
＝
小
泉
千
秋

：

25
位
○
K

―
１
女
子
大
回
転
＝
小
泉
千
秋

：

30
位
（
以
上
下
条
小
）



催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談

催
し
・
講
座

募
　
集

福
祉
・
健
康

子
育
て

ス
ポ
ー
ツ

く
ら
し
・
相
談
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定
資
産
税
の
振
替
方
法
を
全
期
前

納
と
し
て
い
る
人
は
、
年
税
額
を

第
１
期
の
納
期
限
に
一
括
で
口
座

か
ら
振
り
替
え
ま
す
。
※
国
民
健

康
保
険
税
第
1
期
分
（
全
期
前
納

を
含
む
）
の
口
座
振
替
は
４
月
27

日
㈮
で
す
。
納
期
限
（
５
月
１
日

㈫
）
と
口
座
振
替
日
が
異
な
り
ま

す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い

【
現
金
納
付
の
人
へ
】

　

納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
る
納

付
書
で
納
期
限
ま
で
に
取
扱
金
融

機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
市
役
所
で
納
付
を
お
願
い
し

ま
す
。
全
期
用
納
付
書
で
、
第
１

期
の
納
期
限
ま
で
に
全
期
分
を
前

納
す
る
か
、
期
別
用
納
付
書
で
各

期
の
納
期
限
ま
で
に
納
付
す
る

か
、
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。納
税
通
知
書
は
、

各
税
目
の
第
１
期
の
納
付
月
（
国

民
健
康
保
険
税
は
４
月
・
７
月
、

固
定
資
産
税
及
び
軽
自
動
車
税
は

５
月
、
市
・
県
民
税
は
６
月
）
の

15
日
過
ぎ
に
発
送
し
ま
す
。

　
税
務
課
管
理
収
納
係
（
☎
７
５

７
―
３
１
１
３
）

24
年
度
銃
砲
刀
剣
類
登
録

審
査
の
お
知
ら
せ

　

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登

録
審
査
が
必
要
で
す
。

　
４
月
20
日
・
６
月
15
日
・
８
月

17
日
・
10
月
19
日
・
11
月
16
日
・

25
年
１
月
18
日
・
２
月
15
日
の

㈮
午
前
10
時
〜
午
後
２
時
30
分

　

４
・
８
・
11
・
１
月
は
県
庁
、
６
・

10
・
２
月
は
長
岡
地
域
振
興
局

　

①
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る
銃

砲
刀
剣
類
②
銃
砲
刀
剣
類
発
見

届
③
手
数
料
（
１
件
に
つ
き
県

収
入
証
紙
６
、
３
０
０
円
）

　
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
（
☎
０

２
５
―
２
８
０
―
５
６
１
９
）

問 持 会 日
２
つ
の
文
化
財
が
新
た
に

指
定
さ
れ
ま
し
た

　

２
月
28
日
㈫
に
文
化
財
保
護
審

議
会
が
開
催
さ
れ
、「
太
田
島
小こ

牧ま
き

社し
ゃ

の
大
ケ
ヤ
キ
（
記
念
物
／
天

然
記
念
物
・
太
田
島
２
）」
と
「
干

溝
遺
跡
出
土
隆

り
ゅ
う

起き

線せ
ん

文も
ん

土
器
（
有

形
文
化
財
／
考
古
資
料
・
博
物

対 に
、
輸
送
手
段
の
活
性
化
と
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
市
民
団
体
が
鉄
道

利
用
を
す
る
場
合
、
そ
の
運
賃
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。
希
望
す
る

団
体
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

20
人
以
上
で
市
内
駅
か
ら
利
用

す
る
市
民
団
体

●
補
助
率
・
額
＝
利
用
者
（
市
民

団
体
）
が
支
払
う
運
賃
・
料
金

で
、
補
助
率
は
50
％
、
上
限
は

１
件
当
た
り
５
万
円
で
す

●
事
例

①
町
内
会
の
親
睦
活
動
と
し
て
、

鉄
道
で
行
楽
に
出
か
け
る
場
合

②
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動（
保
護
者
・

児
童
な
ど
）
で
、
鉄
道
を
利
用

し
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

行
う
場
合

③
同
級
会
の
定
例
行
事
と
し
て
、

遠
方
へ
親
睦
旅
行
す
る
場
合

　

・　

企
画
政
策
課
企
画
政
策
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
９
３
）

申

問

問

【
ゆ
ず
り
ま
す
】

　

4
月
11
日
㈬
〜
20
日
㈮

　

十
日
町
市
民

●
申
請
方
法
＝
品
物
を
譲
り
た
い

人
は
、
所
定
の
申
請
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
品
物
の
写

真
を
添
付
し
て
十
日
町
市
消
費

者
協
会
事
務
局
（
産
業
政
策
課

内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
用
紙
の
入
手
場
所
＝
産
業

政
策
課
・
各
支
所
・
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ

●
提
出
方
法
＝
持
参
・
郵
送
も
し

く
は
電
子
メ
ー
ル

●
取
扱
対
象
物
品
＝
ス
ポ
ー
ツ
用

品
（
自
転
車
・
ス
キ
ー
な
ど
）、

レ
ジ
ャ
ー
用
品
（
子
ど
も
用
滑

り
台
・
楽
器
・
ア
ウ
ト
ド
ア
用

品
な
ど
）、
乳
幼
児
・
子
ど
も

用
品
（
ベ
ビ
ー
カ
ー
・
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
な
ど
）、
介
護
用

品
（
介
護
用
ベ
ッ
ド
・
車
い
す

な
ど
）、
家
具
（
学
習
机
・
タ

ン
ス
な
ど
）、
家
電
製
品
（
た

だ
し
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対

象
製
品
を
除
く
）

●
取
扱
い
で
き
な
い
物
品
＝
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
製
品
（
エ

ア
コ
ン
・
テ
レ
ビ
「
液
晶
・
プ

ラ
ズ
マ
含
む
」、
冷
蔵
庫
「
冷

凍
庫
」、
洗
濯
機
「
衣
類
乾
燥

機
」）、
長
期
保
存
で
品
質
が
変

化
す
る
も
の
（
動
植
物
、食
品
、

堆
肥
な
ど
）、
取
扱
い
に
特
別

な
資
格
が
必
要
な
も
の
（
医
薬

品
・
農
薬
・
灯
油
な
ど
）、
法

律
に
反
す
る
も
の
（
違
法
コ
ピ

ー
商
品
な
ど
）、
修
理
・
修
繕

し
な
け
れ
ば
使
用
で
き
な
い
も

の
、
そ
の
他
（
貴
金
属
・
金
券
・

車
・
バ
イ
ク
・
農
機
具
・
タ
イ

ヤ
・
パ
ソ
コ
ン
・
布
団
・
そ
の

他
事
務
局
が
認
め
な
い
も
の
）、

衣
類
・
お
も
ち
ゃ
・
食
器
な
ど

※
毎
年
、
11
月
に
消
費
者
協
会
が

不
用
品
代
理
販
売
会
を
行
い
ま

す
。
詳
し
く
は
後
日
市
報
で
お

知
ら
せ
し
ま
す

【
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
】

　

市
報
５
月
10
日
号
で
「
ゆ
ず
り

ま
す
」
の
品
物
一
覧
表
を
掲
載
す

る
予
定
で
す
。
希
望
者
が
多
い
と

き
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

【
注
意
点
】

・
提
供
者
・
希
望
者
と
も
に
相
手

に
連
絡
先
を
提
供
す
る
こ
と
を

承
諾
し
て
く
だ
さ
い
。
事
務
局

が
仲
介
し
ま
す
。

・「
○
○
ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い
」

の
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
安
全
性
に
つ
い
て
】

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
自
転
車

な
ど
、
使
用
に
安
全
性
が
求
め
ら

れ
る
品
物
に
つ
い
て
は
、
提
供
を

受
け
た
人
が
専
門
業
者
な
ど
で
安

全
確
認
を
受
け
て
か
ら
使
用
す
る

対 日

問 こ
と
を
条
件
と
し
ま
す
。
品
物
の

引
渡
し
に
関
し
て
消
費
者
協
会
と

市
は
一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

　
市
消
費
者
協
会
（
産
業
政
策
課

内
☎
７
５
７

｜

３
１
３
９
）

鉄
道
の
団
体
利
用
の
運
賃

を
一
部
助
成
し
ま
す

　

鉄
道
利
用
の
機
会
創
出
と
と
も

●
時
間
＝
午
後
３
時
〜
５
時

　

無
料
※
予
約
不
要

　

遺
言
（
遺
言
書
の
作
成
・
保
管
・

執
行
な
ど
）、
相
続
に
関
す
る

法
律
相
談

●
相
談
＝
☎
０
２
５
―
２
２
３
―

８
２
５
２
（
19
日
限
り
）

　
新
潟
県
弁
護
士
会
（
☎
０
２
５

―
２
２
２
―
５
５
３
３
）

　

設
置
と
維
持
管
理
は
町
内
負
担

で
す
。
５
月
31
日
㈭
ま
で
に
町
内

単
位
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

・　

防
災
安
全
課
交
通
防
犯
係

（
☎
７
５
７
―
３
１
９
７
）
ま

た
は
各
支
所
地
域
振
興
課

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
現
物
支

給
し
ま
す

￥内

￥内

問

問

申

　

4
月
19
日
㈭

　

弁
護
士
会
館
（
新
潟
市
）

【
第
１
部
】「
市
民
・
相
談
機
関
向

け
セ
ミ
ナ
ー
」

●
時
間
＝
午
後
1
時
15
分
〜
（
受

付
１
時
）

　

無
料
※
予
約
不
要
、
先
着
順

　

「
相
続
手
続
の
進
め
方
、
遺
言

の
作
成
に
つ
い
て
」「
公
正
証

書
遺
言
に
つ
い
て
」

【
第
２
部
】「
無
料
面
談
相
談
・
電

話
相
談
」

①
面
談
相
談

●
時
間
＝
午
後
３
時
〜
５
時
（
１

コ
マ
30
分
）

　

無
料
※
要
事
前
予
約

　

先
着
16
人

　

遺
言
（
遺
言
書
の
作
成
・
保
管
・

執
行
な
ど
）、
相
続
に
関
す
る

法
律
相
談

●
予
約
＝
☎
０
２
５
―
２
２
２
―

５
５
３
３	

②
電
話
相
談

￥内

千
年
の
湯
臨
時
休
館

　

定
期
点
検
の
た
め
、
４
月
19
日

㈭
・
20
日
㈮
は
休
館
し
ま
す
。

　

千
手
温
泉
千
年
の
湯
（
☎
７
６

８
―
２
９
８
８

問

遺
言
・
相
続
に
関
す
る

無
料
法
律
相
談

日会定

問　

４
月
10
日
号
か
ら
市
報
を

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。

　

全
体
的
な
見
や
す
さ
と
広

報
紙
と
し
て
の
情
報
の
探
し

や
す
さ
に
重
点
を
置
い
て
、

す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
に
タ
ブ
を

設
け
ま
し
た
。
ま
た
、
各
地

域
月
１
回
の
掲
載
だ
っ
た
支

所
ペ
ー
ジ
は
、「
ガ
イ
ド
」「
ト

ピ
ッ
ク
ス
」
に
タ
イ
ム
リ
ー

に
掲
載
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
市
報
と
お
か

ま
ち
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

電
気
毛
布
な
ど
を
片
付
け
る

前
に
点
検
し
て
く
だ
さ
い

　

電
気
毛
布
や
電
気
ミ
ニ
マ
ッ

ト
、
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
は
長
年
使

用
す
る
こ
と
で
経
年
老
化
が
原
因

の
火
災
事
故
が
起
き
て
い
ま
す
。

片
付
け
る
前
に
器
具
表
面
の
破
れ

や
ヒ
ー
タ
線
の
露
出
、
コ
ー
ド
の

痛
み
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ

さ
い
。
異
常
が
あ
る
場
合
は
使
用

を
中
止
し
、
販
売
店
な
ど
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
器
具
を

保
管
す
る
際
は
、
コ
ー
ド
を
強
く

巻
き
付
け
た
り
、
操
作
部
に
重
い

も
の
を
乗
せ
た
り
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

　

日
本
電
機
工
業
会
暖
房
器
専
門

委
員
会
家
電
部
企
画
業
務
課

（
☎
０
３
―
３
５
５
６
―
５
８

８
７
）

市
報
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

し
ま
し
た

館
）」
が
新
た
に
市
文
化
財
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
で
、
３
月

５
日
㈪
の
県
文
化
財
保
護
審
議
会

で
答
申
が
出
さ
れ
、
昨
年
７
月
の

豪
雨
で
倒
木
し
た「
中
尾
の
大
杉
」

が
県
指
定
天
然
記
念
物
を
解
除
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
国
指
定
文
化
財
が
７
、
県

指
定
文
化
財
が
11
、
市
指
定
文
化

財
が
１
０
８
、
市
指
定
の
地
域
文

化
財
が
26
に
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
財
課
（
☎
７
５
７
―
５
５

３
１
）

問

寄付ありがとう
３月25日届出分まで（敬称略）

●とおかまち応援寄附金＝上原貞俊（稲荷町１）、丸山秀二

（稲葉）、廣田民一（田中）、伊藤忠ホームファッション㈱

Keen	Japan（東京都中央区）、長谷光憲（広島県廿日市）、

池田和幸（四日町新田２）、市村太一（伊達４）、小川新一

（堀之内）、大熊勝（四日町中原）、大島正充（芋川新田）、

関口悦夫（宮下町東）、相馬博（木落）、富井政春（干溝）、

富井正宏（如来寺）、西野正光（島）、広田真澄（新町新田）、

森口敬造（津南町）、山口利春（仁田）、山田俊行（本町１

下）、丸山朱美（稲葉）、丸山浩（稲葉）、馬場文之（高田

町５）、吉川慎一（岡山県倉敷市）、保坂正和（神奈川県藤

沢市）、西山宗也（神奈川県平塚市）、桑原和幸（神奈川県

秦野市）、切明かおる（東京都世田谷区）

●地域福祉基金＝稲和会（10,000円）

●情報館へ＝野沢健人（野口）、阿部和誉（本町６−１)、橋

本紘二（水梨）

●十日町市へ＝三清会（震災及び豪雨災害復興支援寄附金

139,954円）

太田島小牧社の大ケヤキ

干溝遺跡出土隆起線文土器

第
４
回

「
ゆ
ず
り
ま
す
ゆ
ず
っ
て
く

だ
さ
い
」〝
ゆ
ず
り
ま
す
〟
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地元で作られたものを
地元で食べる。

その営みを拡大するために、

十日町で作られている農産物

などを紹介していきます。十日町産を食べよう！
地産地消

十日町産を食べよう！
農
家の
皆さんが

丹精
込めてつくっています。

連
載
コ
ー
ナ
ー
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～はぐくみの
　 まちづくり運動～

きる とから、で こ
や みって よう

で こ
や み

探
！

歴

古
文
書
が
語
る

　

　ふ
る
さ
と
の
歴
史

探
！

歴れ

き

た

ん

く
ず
し
字
村
名
ク
イ
ズ

と
現
代
は
、
社
会
や
政
治
の
制
度
は
違

っ
て
も
隔
絶
し
た
も
の
で
は
な
く
、
現

代
を
生
き
る
私
た
ち
に
、
多
く
の
示
唆

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

　

次
回
か
ら
、
市
が
所
蔵
す
る
私
た
ち

の
地
域
の
古
文
書
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
紹
介
し
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
身

近
な
「
歴
」
史
を
「
探
」
訪
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
意
外
な
発
見
が
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

■
問
合
せ

：

文
化
財
課

　
　
　
　
　
☎
７
５
７

�

５
５
３
１

十
日
町
は
古
文
書
の
宝
庫

　
　
　
　
身
近
な
歴
史
を
再
発
見
！

　

情
報
館
の
収
蔵
庫
に
は
、
14
万
点
を

超
え
る
膨
大
な
古こ

文も
ん

書じ
ょ

や
古
写
真
な
ど

の
「
歴
史
資
料
」
が
収
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
中
に
は
、
市
史
編
さ
ん
事
業

の
過
程
で
集
ま
っ
た
も
の
の
ほ
か
、
中

越
大
震
災
や
長
野
県
北
部
地
震
な
ど
の

災
害
を
契
機
に
預
け
ら
れ
た
資
料
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

収
蔵
資
料
の
ほ
と
ん
ど
は
、
江
戸
時

代
以
降
の
古
文
書
や
古
記
録
類
が
中
心

で
あ
り
、
数
百
年
も
の
間
、
家
や
村
で

大
切
に
伝
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
有
名

な
戦
国
武
将
や
幕
末
維
新
の
英
雄
な
ど

の
資
料
こ
そ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち

の
祖
先
に
あ
た
る
、
ご
く
普
通
の
人
々

の
記
録
が
、
実
に
豊
富
に
残
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

古
文
書
が
さ
さ
や
く
言
葉
に
じ
っ
く

り
と
耳
を
傾
け
る
と
、
先
人
た
ち
の
生

き
ざ
ま
や
地
域
の
歩
み
が
、
生
き
生
き

と
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。
江
戸
時
代

※
江
戸
時
代
の
公
文
書
で
使
わ
れ
た

「
く
ず
し
字
」
は
、
お
家
流
と
い
う
書

風
に
統
一
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

（
ク
イ
ズ
の
答
え
は
27
ペ
ー
ジ
）

一
の
巻

№ 20雪下にんじん（パートⅡ） 　雪の力でスイーツになった野菜、甘～いにんじん。素材
の甘みを生かしたにんじんジュースにも加工されています。

　雪下にんじんを食べられる季節がやってきました。今年は豪雪

のため、例年より遅い４月からの出荷となっているそうです。雪

下にんじんは、秋に収穫できずに雪の下にしたまま春に食べてみ

たところ、甘くておいしかったことから、20年以上も前から栽

培されています。この豪雪地だからこそ、その甘みは格別です。

雪下にんじんジュースは手作業で皮をむき、ジュースにします。

甘くて飲みやすく、１年中雪下にんじんの味を楽しめます。

〈収穫時期〉３月〜５月

〈おいしい食べ方〉

　生でサラダスティック、野菜サラダ、浅漬け、天ぷら　など

●問合せ：農林課農業企画係　☎757-3120

◯82

エステで出会いと感動を！
　

美
容
や
メ
イ
ク
な
ど
に
興
味
が
あ
っ
た
の
で
高

校
卒
業
後
す
ぐ
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
エ
ス

テ
テ
ィ
ッ
ク
の
メ
ニ
ュ
ー
は
、
足
反
射
マ
ッ
サ
ー

ジ
や
脱
毛
、
ま
つ
毛
カ
ー
ル
、
全
身
マ
ッ
サ
ー
ジ

な
ど
覚
え
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
大
変
な
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
社
長
や
先
輩
に
教
わ
っ
て
お

客
様
に
接
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
き
の
喜
び
は
ひ

と
し
お
で
す
。
特
に
足
反
射
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
、
昨

年
資
格
を
取
っ
て
お
客
様
に
施
術
し
て
い
ま
す
。

　

お
店
に
は
い
ろ
い
ろ
な
メ
ニ
ュ
ー
が
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
。
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
人

に
合
っ
た
エ
ス
テ
の
内
容
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

く
の
で
気
軽
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

休
日
は
買
い
物
に
行
っ
た
り
や
友
達
と
気
分
転

換
に
カ
ラ
オ
ケ
に
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
お
客
様

と
の
た
く
さ
ん
の
出
会
い
の
中
か
ら
、
も
っ
と
自

分
を
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
人
か
ら

愛
さ
れ
る
エ
ス
テ
テ
ィ
シ
ャ
ン
に
な
り
た
い
で
す
。

若井　瞳 さん
1991年生

マリーローラン勤務

先月の樋口葉太さんからのバトンタッチ

　はぐくみのまちづくり運動は、市と青少年育

成十日町市民会議が協働で進めている運動で

す。このコーナーでは子どもたちを健やかに育

むための基本的な取組みをテーマごとに紹介し

ます。

　早起きは、次のような理由で体に良いといわ

れています。

①体内時計を調整します：人間の生体リズムを

コントロールする体内時計は１日約25時間に

なっていますが、朝の光を浴びることによって

生体リズムが24時間に調整されます。

②セロトニンの活動を高め

ます：朝の光は、心を穏や

かに保つ働きのある神経伝

達物質であるセロトニンの

活動を高めます。

　早起きして、きちんと朝ご飯を食べてから１

日をスタートすることが、その日の元気な活動

の源になります。早起きのためには夜型の生活

を改め、早く寝ることを心がけましょう。

　特に子どもにとっては規則正しい生活リズム

を繰り返すことが情緒の安定につながり、集団

の中における他の人との関係づくりを良好に

し、また学習意欲の向上にもつながると考えら

れます。

　子どもの生活習慣には大人の暮らし方が大き

な影響を与えます。すっきりした目覚めの毎日

を送るために、家族で早寝早起きの習慣づくり

を心がけましょう。

●問合せ：生涯学習課　☎ 757-8918

早起きはなぜ体にいいの？
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▼
お
気
づ
き
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
4

月
か
ら
紙
面
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
わ
か
り
や
す
い
変
化
と
し
て
は
、
広

報
紙
と
し
て
必
要
な
情
報
を
探
し
や
す
い

よ
う
に
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
に
タ
ブ
を
設
け

た
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
支
所
ペ
ー

ジ
は
一
部
内
容
を
新
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
立

ち
上
げ
た
ほ
か
、
各
地
域
月
１
回
だ
っ
た

掲
載
を
今
後
は
フ
ル
カ
ラ
ー
と
な
る
ト

ピ
ッ
ク
ス
に
写
真
中
心
に
掲
載
す
る
こ
と

で
、
今
ま
で
の
月
1
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な

い
頻
度
で
地
域
の
情
報
を
お
伝
え
し
て
い

き
ま
す
。

▼
市
報
は
市
政
な
ど
を
お
伝
え
す
る
媒
体

で
す
が
、
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー
の
よ
う
な
市

民
参
加
型
の
協
働
や
市
長
対
談
、
ク
イ
ズ

の
掲
載
な
ど
、
新
た
な
発
見
と
と
も
に
皆

さ
ん
か
ら
楽
し
く
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

な
工
夫
を
し
な
が
ら
編
集
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
市
報
と
お
か
ま
ち

を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

宝宝
さがしさがし

ぐる
り十日町

(ふ)

▼
本
年
度
も
引
き
続
き
松
代
地
域
の
広
報

は
（
古
）
が
担
当
い
た
し
ま
す
。
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
豪
雪
だ
っ
た
冬
も
終
わ
り
、
い
よ
い
よ

春
で
す
ね
。
私
に
と
っ
て
春
＝
花
粉
症
で

す
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
悩
ま
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
数
年
は
症
状
が

軽
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
特
に
目

の
か
ゆ
み
は
、「
目
玉
を
取
り
出
し
て
洗

い
た
い
」
と
い
う
表
現
が
ぴ
っ
た
り
で
し

た
が
、「
目
薬
を
さ
そ
う
か
な
」
と
い
う

程
度
に
な
っ
て
い
ま
す
。
い
つ
か
完
全
に

症
状
が
出
な
く
な
る

日
が
来
る
の
か
な
、

と
淡
い
期
待
を
抱
い

て
い
ま
す
。

健康支援課成人保健係
TEL757-9764問合せ

自
分
に
合
っ
た
運
動
を
見
つ
け
、
続
け
よ
う
！

　

運
動
を
す
る
こ
と
で
、
筋
力
や

体
力
が
向
上
す
る
と
と
も
に
、
血

糖
値
や
脂
質
異
常
、
血
圧
の
改
善

が
図
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
気
分
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
、
体
と
と
も
に

心
の
健
康
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

平
成
22
年
に
市
民
を
対
象
に
行

っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
１
週

間
の
運
動
日
数
に
つ
い
て
回
答
者

の
半
数
以
上
（
56
％
）
の
人
が

「
1
週
間
に
1
日
も
し
て
い
な
い
」

と
答
え
て
お
り
、
運
動
を
し
て
い

る
人
が
ま
だ
ま
だ
少
な
い
状
況
が

わ
か
り
ま
し
た
。

　

市
の
健
康
増
進
計
画
「
健
康
と

お
か
ま
ち
21
」
で
は
、
市
民
の
健

康
増
進
を
目
的
に
定
期
的
な
運
動

の
実
践
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
楽
し
く
、
そ
し
て
継

続
的
に
運
動
で
き
る
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

◆
イ
ベ
ン
ト
で
楽
し
く
運
動

　

「
河
岸
段
丘
ウ
ォ
ー
ク
」
や
「
ミ

オ
ン
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
の
各
種
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、

「
市
民
体
力
テ
ス
ト
」
や
体
育
の

日
の
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
な

ど
、
年
間
を
通
し
て
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
各
年
代
に
合
っ
た
運
動
教
室

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
ヨ

ガ
、
け
ん
こ
つ
体
操
な
ど
、
子
ど

も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
各
年
代
の

体
力
や
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
楽
し

く
運
動
が
で
き
る
教
室
が
各
地
区

で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
十
日
町
市
だ
か
ら
こ
そ
の
運
動

　

市
は
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ

ー
が
盛
ん
な
こ
と
か
ら
、
ポ
ー
ル

を
使
っ
て
歩
く
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
の
イ
ベ
ン
ト
や
教
室

が
各
地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

足
腰
の
負
担
が
少
な
く
、
通
常
の

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
よ
り
も
高
い
運
動

効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
資
源
で
あ
る
温
泉

を
活
用
し
た
プ
ー
ル
で
の
水
中
運

動
も
盛
ん
で
す
。

　

春
で
す
。
動
き
や
す
い
季
節
に

な
り
ま
し
た
。
冬
の
運
動
不
足
解

消
の
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
運
動
を
始

め
ま
し
ょ
う
。

※
市
内
の
運
動
教
室
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
ま
た
は
健
康
支
援
課
及
び

各
支
所
市
民
課
に
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
が
あ
り
ま
す

～
身
体
活
動
・
運
動
の

　
　
　
　
　

重
点
目
標
～

　「
1
週
間
に
2
回
、
30
分

以
上
の
運
動
を
す
る
人
の
割

合
を
高
め
る
」
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　「おかあさんといっしょ」を見ながら踊る
のが大好きな蒼士郎ちゃん。特技は仏壇をお
参りすること。雪が解けて春になったら公園
に家族でピクニックに行くのが楽しみです。

池田 蒼士郎
ちゃん

いけだ　そうしろうちゃん
平成23年２月９日生まれ
関口樋口町

　昊明（こうめい）お兄ちゃんが大好きで、
何でもお兄ちゃんと同じことをしたくてしょ
うがない真碩ちゃん。ケンカもするけど仲良
し兄弟です。

根津　真碩
ちゃん

ねつ　ませきちゃん
平成22年11月24日生まれ
本町６- １　　　（写真左）

暮 護身術暮らしの

大池編

　

国
道
か
ら
赤
倉
方
面
へ
15
分
ほ

ど
車
を
走
ら
せ
た
と
こ
ろ
に
あ
る

大
池
集
落
は
、
天
長
２
年
（
西
暦

８
２
５
年
）
に
開
拓
さ
れ
、
文
化

を
継
承
し
な
が
ら
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
高
度
成

長
の
時
代
か
ら
離
農
離
村
が
増

え
、
30
軒
以
上
あ
っ
た
世
帯
も
今

で
は
２
世
帯
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
落
の
住
民
は
勤
勉
家
で
、
昔

は
集
落
内
に
あ
っ
た
小
学
校
の
先

生
に
夜
間
勉
強
を
教
わ
り
に
い
っ

た
り
、
祭
り
で
俳
句
集
を
作
っ
た

り
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
団
結

力
も
あ
り
、
美
佐
島
地
域
の
運
動

会
で
は
負
け
な
い
時
期
が
続
い
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
で
も
こ

の
団
結
力
が
引
き
継
が
れ
て
お

り
、
７
月
に
は
、
集
落
を
離
れ
た

人
た
ち
が
集
ま
り
、
道
な
ぎ
を
す

る
な
ど
集
落
を
維
持
し
て
ま
す
。

　

こ
の
集
落
に
は
、
集
落
名
に
も

な
っ
て
い
る
大
き
な
池
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
池
に
は
竜
神
が
住
ん
で

い
る
と
い
わ
れ
、
雨
乞
い
を
す
る

と
雨
を
恵
ん
で
く
れ
る
と
い
う
言

い
伝
え
が
あ
り
ま
す
。

　

昼
夜
の
気
温
差
が
激
し
い
時
期

に
、
月
夜
に
照
ら
さ
れ
た
池
か
ら

突
然
霧
が
発
生
し
、
風
と
と
も
に

流
れ
る
様
は
、
ま
る
で
竜
神
が
蛇

行
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
、
神

秘
的
で
美
し
い
光
景
が
今
で
も
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

117

至赤倉

田
川

至菅沼

●クロス10

十日町駅

大池

〜悪徳商法に負けないために〜 １

　　　昨日、店でテーブルを購入し、３日後に配

送される予定。帰宅し確認したら、居間に置くには

大き過ぎることが分かった。契約書を受け取ってい

ないので、解約したい。

　　　１週間前に電話があり、健康食品を買う約束

をした。商品が届いたが、高額なので返品したい。

　例１の契約は成立していますので、店の合意がな

ければ解約できません。店に解約できるか問い合わ

せてみましょう。後で後悔することがないように、

契約は慎重に行いましょう。例２は、電話勧誘販売

なので契約書面受領後８日間はクーリング・オフが

可能です。クーリング・オフは、必ずはがきなどの

書面で事業者に通知しましょう。

　

　契約は両者の合意で成立します。契約は、書面で

なく口頭でも成立します。ただし、訪問販売・電話

勧誘販売など特定の販売方法、また特定のサービス

や商品については、契約書面の作成が法律で義務付

けられています。

　解約にも両者の合意が必要です。ただし、訪問販

売・電話勧誘販売など特定の販売方法、また特定の

サービスや商品については、一定の期間内なら無条

件で契約解除できるクーリング・オフ制度がありま

す。クーリング・オフ期間経過後や適用外でも、中

途解約や契約の取り消しができる場合があります。

●問合せ

　十日町市消費者生活相談窓口

　（産業政策課商工振興係内☎757-3740）

　平日／午前９時〜午後４時

例１

例２

アドバイス

(古)

集落から大池を望む

解　　説  
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ト
ピ
ッ
ク
ス

十
日
町
古民家におひな様が勢ぞろい

３月10日㈯など４日間：うぶすなの家

　地元に伝わる江戸時代から昭和までのお人形様と陶芸家・

植
うえ

葉
ば

香
か

澄
すみ

さんの作品が展示され、古民家とマッチしたひな祭

りでした。夏に開催される芸術祭ではどんな作品が展示され

るか楽しみです。（市民リポーター：樋口道子さん）

松　
代
会場いっぱいの春

3月24日㈯・25日㈰：まつだいふるさと会館
　

ほ
く
ほ
く
線
開
業
記
念
の
イ
ベ
ン
ト
「
ま
つ
だ
い

駅
ま
つ
り
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
お
祭
り
ひ
ろ
ば

で
は
、餅
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

雪
割
草
展
示
即
売
会
で
は
、
会
場
い
っ
ぱ
い
の
雪
割

草
が
来
場
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

中　
里
カムバックサーモン
3月24日(土)：宮中地内信濃川河川敷

　NPO法人「新潟水辺の会」とJR東日本

の共催で行われた鮭の稚魚25万匹の放流

に大勢の市民が参加しました。山崎光さん

（上山・4歳）は、「いっぱい戻ってきてね」

と送り出していました。

　この夏開催

される大地の

芸術祭に向け

て、作品設置

の候補集落で

打ち合わせが

行われています。この日は、高倉集落を対象に作品の紹

介やコンセプト説明など、作家と集落との活発な意見が

交わされました。

川　
西
準備が進んでいます「大地の芸術祭」

３月25日㈰： 高倉集落センター

世
田
谷
＆
松
代
キ
ッ
ズ
　
雪
上
の
交
流
会

　

世
田
谷
区
の
ジ
ュ

ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
ク
ラ

ブ
の
子
ど
も
30
人
が

松
代
地
域
を
訪
れ
、

同
地
域
の
子
ど
も
た

ち
と
雪
遊
び
や
キ
ャ

ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
な

ど
で
交
流
し
ま
し

た
。

松　代

3
月
25
日
㈰
～
27
日
㈫
：
松
代
地
域
各
所

　

第
32
回
十
日
町
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
大
会

に
、
２
０
１
０
年
バ
ン
ク
ー
バ
ー
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
新
田
佳
浩
さ
ん
が
出
場
し
ま
し

た
。
総
勢
７
８
０
人
の
参
加
者
も
過
去
最
高
で
、
大

い
に
盛
り
上
が
っ
た
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

十日町
地
元
大
会
に
金
メ
ダ
リ
ス
ト
が
参
加

３
月
10
日
㈯
・
11
日
㈰
：　
　
　
　

吉
田
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
場

松
之
山
今シーズン最後のイベント

3月18日㈰：松之山温泉スキー場
　

震
災
復
興
祈
念
第
29
回
松
之
山
温

泉
ス
キ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
最
後
の
イ
ベ

ン
ト
に
、
家
族
連
れ
な
ど
８
０
０
人

が
、
た
く
さ
ん
積
も
っ
た
雪
上
で
元

気
に
楽
し
く
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

女
子
力
さ
く
裂
！

中　里
3
月
18
日
㈰
：
千
葉
県
浦
安
市

　

23
年
度
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ホ
ッ

ケ
ー
全
国
大
会
で
、
中
里
フ
ァ
イ

タ
ー
ズ
女
子
チ
ー
ム
が
、
激
戦
を
勝

ち
上
が
り
、
見
事
第
3
位
に
輝
き
ま

し
た
。
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
の
勝

利
に
喜
び
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

十
日
町
チャンピオンライスに取り組もう

３月13日㈫：クロス10

　県下１位の等級である地元のお米を、

今年は日本一をめざそうと、生産者など

が集まり「チャンピオンライス」運動推

進大会が開催されました。講演や、地元

の取り組みを熱心に聞き入っていまし

た。（市民リポーター：風間栄光さん）

【23ページ「歴探！」くずし字村名クイズ答え】…北新田



28市報とおかまち　平成24年4月10日号

■ 人　口  58,856人（－289）  男  28,737人（－156）  女  30,119人（－133）
■ 世帯数  20,027世帯（－41） ３月末推計（　）は前月からの増減市民の動き

82

西
小
学
校

岩田　祐
ゆう

叶
と

さん（６年）
　家族旅行で見た大きな滝を、版画で表しました。滝の水の様子を表現するのに大変苦労しましたが、自分ではなかなか上手くできたと思っています。

　
滝
を
見
る
の
は
楽
し
い
な

■ 人　口  58,856人（－289）  男  28,737人（－156）  女  30,119人（－133）市民の動き

細井　柚
ゆず

希
き

さん（５年）

　アザラシの背中に乗って、虹の上を

すべっているところです。横でペンギ

ンが見ています。ほる面が多かったの

で、ほるのをすごく頑張りました。

ア
ザ
ラ
シ
と
レ
ッ
ツ
ゴ
ー

庭野　彩
さ

良
ら

さん（２年）
　わたしのゆめの中のおはなしです。ウサギといっしょに空であそんでいるところです。ゆびを一本一本ていねいにかいたところがお気に入りです。

　
空
を
は
ね
る
ウ
サ
ギ

野澤　アテネさん（２年）

　これは、ぼくがかんがえたスーパーロ

ケットです。ドリルとてっぽうがついて

いて、にじいろをしています。これにの

って、うちゅうのはてまでいきたいな。

　
ロ
ケ
ッ
ト
に

　
　
　
の
っ
て
み
た
い

中尾　渉
しょう

馬
ま

さん（４年）

　これは、ティラノサウルスとプテラ
ノドンが旅に出てえさを探している作
品です。恐竜が木をこわしている迫力
あるところを見てほしいです。

　
野
生
恐
竜
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ
ル
ス

　
空
飛
ぶ
恐
竜
プ
テ
ラ
ノ
ド
ン

　

特
に
力
を
入
れ
て
描
い
た
と
こ

ろ
は
、
自
分
の
姿
で
す
。
初
め
て

ス
ケ
ッ
チ
ペ
ン
で
描
い
た
の
で
、

描
き
直
し
を
し
な
い
よ
う
に
描
く

の
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

楽しい大根の間引き

小
林
　
大だ
い

悟ご

さ
ん
（
３
年
）
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